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／
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編
集
後
記

印
刷

／
株

式
会

社
西

川
印

刷

▼
菊
池
人
は
荒
木
新
勝
さ
ん
で

す
。
強
面
で
す
が
、優
し
く
て

男
気
の
あ
る
方
。
取
材
で
話
し

て
く
れ
た
こ
と
の
多
く
が
、家

族
や
従
業
員
へ
の
感
謝
の
思
い

で
し
た
。
地
域
で
慕
わ
れ
る
理

由
が
少
し
だ
け
分
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。
▼「
取
材
対
象
者
の

思
い
が
伝
わ
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
」「
一
番
伝
え
た
い
こ

と
は
何
か
」「
誤
字・
脱
字
は
な

い
か
」…
。毎
月
、頭
を
抱
え
な

が
ら
、記
事
を
書
い
た
り
写
真

を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
▼

「
菊
池
広
報
の
撮
る
写
真
は
、被

写
体
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
す
ね
」。
昨
年
、取
材
先

で
ほ
め
て
い
た
だ
き
、救
わ
れ

る
思
い
が
し
ま
し
た
。
も
っ
と

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
広
報
紙
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、令
和
6
年
も
悩

み
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。 
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旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

January. 2024
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

1 日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

12/31 1/1 元旦 2 3 4
■市役所仕事始め

5 6
●おはなし会
10：30～菊中図

7
◆二十歳を祝う集い
10：30～菊文館
◆インターナショナル
ファンデー（お正月を遊
ぼう）14：00～七　公

8 成人の日 9
■出張年金相談
10：00～15：00（要予
約）菊市所保険年金課

10
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課 

11
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
●3・4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

12 13
◆地域と学校の連携・
協働フォーラム
９：20～菊文館
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

14
◆段ボールで鬼の
お面作り⑮
14：00～泗　図

15 16
●9・10カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

17 
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30（要予約）
菊市所人権啓発・男女
共同参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課 

18
●1歳6カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ

19
●2歳6カ月児歯科教室
13：20～13：40（受付）
こ健セ

20
●えいごのおはなし会
10：30～菊中図
●おはなし会
11：00～七　図
●おはなし会
１４：００～旭　図

21
◆おたのしみ会
14：00～泗　図

22 23
◆献血⑬
９：30～11：30
県北広域本部
９：30～正午、13：30～
16：００七　公
■もの忘れ相談会�
14：00～15：30（要予
約）菊市所高齢支援課
■出張年金相談
10：00～15：00（要予
約）菊市所保険年金課
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

24
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
■認知症介護家族の
つどい�
13：30～15：30菊老福
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭　公総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午旭　公
総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課 

25
●3・4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
■納付相談夜間窓口�
～３１日 ～２０：００
菊市所

26
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

27
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
◆菊池のしらべ2023�
1３：00～
菊池松囃子能場

28 29
◆献血⑬
９：30～16：00
県北広域本部

30
●1歳6カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

31
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課 

2/1 2 3

4 5 6 7
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課 

8 9 10

人もまちも笑顔に
新年のごあいさつ
菊池人
荒木新勝さん

宅地・商業・工業のゾーニング
地域開発促進事業がスタート
菊地のコメを世界へ
第11回
菊池米食味コンクール
フォトリポート
菊人形・菊まつり
キクロスまつり



チャンスを生かし、
　　 一致団結で昇竜の年へ

菊池市長　江
え

頭
がしら

 実
みのる

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持
ち
も
新

た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
世
界
的
な
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
は
落
ち
着
い
た
も
の

の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
況
が
長

期
化
し
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状
態
と
な
る
中
、
10

月
に
は
中
東
の
ガ
ザ
地
区
に
お
け

る
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
間

の
紛
争
が
勃
発
。
悲
惨
な
状
況
が

続
き
、
世
界
的
な
対
立
や
分
断
が

深
ま
る
な
ど
、文
字
通
り「
激
動
と

混
迷
」の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
日
本

チ
ー
ム
優
勝
や
大お

お

谷た
に

翔し
ょ
う

平へ
い

選
手
の

活
躍
、
藤ふ

じ

井い

聡そ
う

太た

八
冠
の
誕
生
な

ど
明
る
い
話
題
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
昨
年
を
振
り
返
る
と
、

菊
池
一
族
関
連
の
史
跡
群
が
国
史

跡
に
答
申
さ
れ
る
と
い
う
、
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
常
の
暮
ら
し
が
戻
る
に
連
れ

て
祭
り
や
行
事
が
再
開
。
特
に
市

ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場
の
盆
踊

り
や
年
末
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
市
民
発
の
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
定
着
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
地
域

の
取
り
組
み
は
全
国
の
好
事
例
と

し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
議
会
で
中
学
生
が

提
案
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
学
校
や
企
業
・
市
民
団
体

の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
す
る
な
ど
、

市
民
力
が
発
揮
さ
れ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
経
済
面
で
は
、Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
工
場
が
立
ち
上
が
る
と
と
も

に
本
市
に
も
工
場
や
住
宅
用
地
を

求
め
る
動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。

　

本
年
に
は
い
よ
い
よ
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
稼
働
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
契
機

に
菊
池
地
域
は
急
速
に
変
化
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特

に
本
市
に
と
っ
て
は
住
宅
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
人
口
増
加
に
転
ず

る
可
能
性
の
あ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
の
到
来
で
す
。
優
良
な
農
地
を

確
保
し
つ
つ
、中
長
期
的
に
農
・
商
・

工
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
集
積
地
帯
か
ら
最

も
近
い
温
泉
地
と
し
て
の
特
性
を

生
か
し
、関
連
企
業
の
従
業
員
・
家

族
の
奥
座
敷
と
し
て
、
癒
や
し
の

場
を
提
供
す
る
菊
池
ら
し
い
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
温
泉
・
食
・
歴
史
文
化
・

健
康
を
基
軸
に
据
え
な
が
ら
、
外

国
人
観
光
客
を
積
極
的
に
取
り
込

ん
で
い
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
合
併
に
よ
る
市

誕
生
20
周
年
を
迎
え
ま
す（
令
和
7

年
3
月
）。
こ
の
間
、熊
本
地
震
や

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
多
く
の
困
難

や
課
題
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
乗
り
越
え
て
き
た
原
動

力
は
市
民
の
団
結
力
で
す
。
新
し

い
年
を
迎
え
、
国
内
外
と
も
一
層

見
通
し
の
き
か
な
い
情
勢
が
続
き

ま
す
が
、本
市
の
持
つ
自
然
力
・
市

民
力
・
文
化
力
に
自
信
を
持
っ
て
、

一
致
団
結
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

約
9
５
０
年
前
、
菊
池
一
族
が

こ
の
地
に
居
を
構
え
る
契
機
と

な
っ
た
白
龍
伝
説
が
残
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
辰
年
。
こ
の
新
し
い
年

が
昇
り
竜
の
ご
と
く
上
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、本
年
が

健
康
で
安
心
に
満
ち
た
明
る
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年　
元
旦

　
　
　
　
　
菊
池
市
長　
江
頭 

実

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代

表
し
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
議
会
運
営
や
議
会
活
動
に
対

し
、温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
へ
と
移
行
し
、
よ
う
や
く
日
常

が
戻
り
地
域
経
済
も
少
し
ず
つ
回

復
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安

の
影
響
な
ど
に
よ
る
原
油
価
格
や

物
価
の
高
騰
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
、
事
業
者
や
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
は
厳
し
い
一
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
議
会
と
し

て
も
必
要
に
応
じ
て
臨
時
議
会
や

全
員
協
議
会
な
ど
を
開
催
し
、
迅

速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
で
は
、
昨
年
３
月
に

「
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
」を

設
置
し
、議
員
定
数
、開
か
れ
た
議

会
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
政
治
倫
理

条
例
検
討
特
別
委
員
会
」で
は
、政

治
倫
理
の
確
立
を
目
指
し
条
例
内

容
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
中
に
は
報
告
が
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て

い
た
常
任
委
員
会
で
の
行
政
視
察

を
４
年
ぶ
り
に
再
開
。
総
務
文
教

常
任
委
員
会
は「
公
共
施
設
再
配

置
計
画
等
」、福
祉
厚
生
常
任
委
員

会
は「
健
康
診
断
の
受
診
率
向
上

に
関
す
る
取
り
組
み
等
」、経
済
建

設
常
任
委
員
会
は「
有
害
鳥
獣
の

処
理
等
」
に
つ
い
て
先
進
地
の
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

視
察
し
た
こ
と
を
参
考
に
市
政
発

展
の
た
め
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
菊
陽
町

進
出
を
本
市
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
、
定
期
的
に
協
議
会

を
開
催
。
執
行
部
の
取
り
組
み
内

容
の
把
握
や
現
地
視
察
を
行
い
な

が
ら
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
地
域
の
潜
在
的
な
課
題
や

機
会
を
特
定
し
、
地
域
の
発
展
に

寄
与
す
る
よ
う
提
言
を
ま
と
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
急
速
な
社

会
経
済
の
変
化
が
広
が
る
中
で
、

議
会
の
役
割
と
責
任
が
拡
大
し
て

お
り
、
多
様
化
す
る
民
意
を
的
確

に
反
映
・
集
約
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、市
政
の
透
明

性
を
高
め
、
共
同
で
解
決
す
べ
き

課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
、
常
任

委
員
会
ご
と
に
関
係
す
る
各
種
団

体
と
テ
ー
マ
を
決
め
た
意
見
交
換

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の

皆
さ
ま
か
ら
得
ら
れ
た
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
今
後
の
市
の
方
針
や

計
画
に
具
体
的
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
は「
辰
年
」。「
龍
は
縁

起
の
良
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら

れ
、勇
気
や
繁
栄
を
も
た
ら
す
」と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
強
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
励
ま
さ
れ
、
市
民
生

活
が
大
き
く
向
上
す
る
年
に
な
る

よ
う
議
会
で
も
全
力
で
取
り
組
む

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
健
康
で
安
心
に
満
ち

た
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
６
年　
元
旦

　

  

菊
池
市
議
会
議
長　
水
上
隆
光

多様な住民が参画できる
　　　　　   議会を目指して

新年のごあいさつ

菊池市議会議長　水
みず

上
かみ

 隆
たか

光
みつ
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令和５年11月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,840 人 －34
　 菊池：23,279 人 －19
　 七城： 4,974 人 13
　 旭志： 4,118 人 －16
　 泗水：14,469 人 －12
男　性：22,524 人 －10
女　性：24,316 人 －24
世　帯： 20,217 世帯 25

年齢別人口 
0～14歳 5,787 人 12%
15～64歳 24,910 人 53%
65歳以上 16,143 人 35%

自然増減 社会増減
出  生：17 転  入：119
死  亡：73 転  出： 99

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
令和５年11月1日～15日に

「菊人形・菊まつり」が市ふ
るさと創生市民広場で開催
されました。会場には市菊ま
つり推進委員会と市内の小
中高校生が１年間かけて育
てた白や赤、黄色といった色
とりどりの菊の盆栽や鉢植
えなどを約５千点展示。連日
多くの来場者を楽しませて
いました。（詳細８㌻）

2 新年のごあいさつ

5 菊池人　荒木新勝さん

6 宅地・商業・工業のゾーニング
地域開発促進事業がスタート

7 第11回菊池米食味コンクール
8
9

【フォトリポート】 菊人形・菊まつり／キクロスまつり
社会を明るくする運動 つながり ～活動通信～

10 【作文】 プラチナ未来人財育成塾

12
13

健康だより 骨粗しょう症を予防しましょう！／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6

１7

人権・同和教育シリーズ
はい！ こちら菊池市消費生活センターです！
菊池一族の遺産／無形民俗文化財

18

～

22

情報つう
▼お知らせ　物価高騰対応重点支援給付金／菊池広域連合消防
本部新庁舎完成のお知らせ／事業主の皆さんへ償却資産申告のお
願い／土地台帳・家屋台帳の閲覧・交付を廃止します／小型特殊自
動車はナンバー登録が必要です／農業の在り方を考える地域計画
と農地バンク／【新型コロナ感染症】事業者向け支援策／1月の「税」
の納期限1月31日㈬／要介護認定高齢者の障害者控除・おむつ代医
療費控除／今年度最後のチャンス簡易健診のお知らせ／産前産後
期間の国民健康保険税の免除／水利施設電気料金高騰対策支援事
業／道路にはみ出した樹木はせん定・伐採してください／市道の危険
箇所を発見したらご連絡ください／動物から感染する病気に注意を
／「はたちの献血」キャンペーン／消費生活のトラブルは消費生活セ
ンターへ
▼募集　儲かる農業を支援します／職業訓練コース／「小規模工
事等」「物品・委託等」契約希望者募集／パブリック・コメント募集／菊
池広域連合指名願い追加受け付け／危険物取扱者試験
▼相談　納付相談夜間窓口を開設します／納付相談夜間窓口が４
月から予約制に変わります／認知症介護家族のつどい／もの忘れ
相談会／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／シルバー
人材センター入会説明会
▼講演・講習　市民講座受講生募集／認知症サポーター養成講座
▼イベント　わいふ一番館展示ギャラリー／未就学児のためのす
くすく講座／「第19回夫婦の絵手紙コンクール」作品展示／菊池の
しらべ２０２３～伝統・歴史・食を楽しむ～

２3 市民の広場／マチイロ

24
25

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

26 TOPICS～まちの話題～
30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅 登録施設紹介

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

※ 読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

問い合わせ・応募先　〒861-1392（住所記載不要）
菊池市役所市長公室「読者プレゼント」係
☎0968（25）7252

　菊池市・合志市・菊陽町・大津町から、新春の
プレゼントがあります。ご応募お待ちしています。

菊池地域共同新春企画

①菊池市 七城のこめ（2ｋｇ） ２人

②合志市 クラッシーノ・マルシェの
野菜詰め合わせ（１箱） ２人

③菊陽町
•「さんふれあ」さんさんの湯
 入浴券（２枚１組）
•ゴロッと！にんじんとチキンの
 カレー（１食入り×２箱）

２人

④大津町 からいも食べ比べセット
（ほりだしくん・べにはるか 計５㎏） ２人

応募期限　１月31日㈬必着
 応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、
希望の番号（市町名）、本市の魅力、広報紙に対
する意見や感想を記入して応募してください。
※応募は１世帯１枚までとします
※ 応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞品の発送

をもってかえさせていただきます

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
周
り
の
人
た
ち

の
お
か
げ
。
家
族
や
従
業
員
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
る
よ
」。
厚
生
労
働
省
が
卓
越
し

た
技
能
者
を
表
彰
す
る「
現
代
の
名
工
」。
昨

年
、県
内
で
唯
一
選
ば
れ
た
左
官
職
人
は
今

ま
で
の
半
生
を
振
り
返
る
。

　

手
に
職
を
付
け
た
い
と
18
歳
で
左
官
職
人

に
弟
子
入
り
し
た
。
親
方
の
技
術
を“
見
て

盗
む
”こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
。
厳
し
い

指
導
に
心
が
折
れ
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
自
分
で
決
め
た
道
だ
か
ら
意
地
で
も
や
り

抜
き
た
か
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
上
手
く
い
く

か
常
に
意
識
し
た
よ
」。
必
死
で
腕
を
磨
き
、

４
年
後
に
独
立
し
た
。

　

当
時
は
外
壁
や
塀
の
多
く
を
漆
喰
で
仕
上

げ
て
お
り
、住
宅
建
設
に
左
官
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
。
そ
ん
な
中
、も
う
け
の
少

な
い
仕
事
で
も
貪
欲
に
引
き
受
け
、顧
客
や

仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

「
技
術
だ
け
で
は
な
く
、信
用
も
高
め
た
か
っ

た
ん
だ
」

　

平
成
30
年
に
亡
く
な
っ
た
妻
・
浩ひ
ろ

子こ

さ
ん

の
支
え
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
。「
俺
が
ど

ん
ぶ
り
勘
定
で
仕
事
を
受
け
て
く
る
か
ら
よ

く
け
ん
か
し
て
ね
。
会
社
を
法
人
化
し
た
時

も
そ
う
だ
っ
た
。
で
も
最
後
に
は
い
つ
も
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
。
浩
子
の
お
か
げ
で
今

が
あ
る
」と
目
を
細
め
る
。

　

昨
年
5
月
ま
で
の
7
年
間
、県
左
官
協
同

組
合
の
理
事
長
と
し
て
技
術
継
承
に
も
尽
力

し
て
き
た
。「
住
宅
様
式
が
変
わ
り
、職
人
の

数
が
減
っ
た
。
で
も
伝
統
的
な
建
築
物
の
補

修
に
は
左
官
職
人
が
必
要
不
可
欠
。
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
た
い
ね
」

左官職人

荒木 新勝さん

1_「妻は俺の一番の理解者だった」と話す荒木さん 2_ 平成26年から平成30年まで菊
池市消防団長を務めた 3_ 次男・新

しん

二
じ

さんは平成20年に技能五輪全国大会の左官部
門で優勝。現在は「巧新㈱」の代表取締役として伝統工法を後世に伝える

後世に
技術をつなぐ

Profile　あらき・しんかつ
昭和34年3月23日生まれ。中学卒業後、市内の建設
会社に就職し18歳で左官職人の道に入る。22歳で
独立し、平成元年には左官に加え土木や建設を請け
負う会社、㈱緒方建設工業を設立した。令和４年から
は市建設業協会長を務める。64歳。玉祥寺区在住。

職人たちを指導する土壁の見本の前で。左官は、古
い建物を蘇らせる伝統技法から、最新の工法を取り
入れて魅せる技術までさまざま。「左官職人は臨機
応変な対応が必要。奥深い仕事だよ」
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「米どころ菊池」の確立と
菊池米の販路拡大を目指して

菊
池
の
お
い
し
い
コ
メ
を
世
界
へ

　

菊
池
は
江
戸
時
代
か
ら
米
ど
こ
ろ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
菊
池
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
、生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識
高
揚

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
２
５
１
点
が
出
品
。
菊
池
市
米
飯
官
能

鑑
定
士
や
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
予
選
を
通
過

し
た
検
体
を
食
べ
比
べ
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
個
人
総
合
部
門
は
田た

代し
ろ

栄え
い

助す
け

さ
ん（
本
村
）

の「
に
こ
ま
る
」、環
境
王
国
菊
池
基
準
登
録

部
門
で
は
西
郷
農
苑（
西
郷
）の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、

集
落
部
門
で
は
七
城
田
中
区
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、取
引
条
件
適
合
者
は
そ
の
場
で
バ

イ
ヤ
ー
と
契
約
し
、九
州
や
都
内
の
百
貨
店

な
ど
で
販
売
さ
れ
、
販
路
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

多
良
木
町
で
行
わ
れ
た
第
７
回
九
州
の

お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、自
治
体
部
門

で
本
市
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

「菊池米食味コンクール」を11月19日に市ふるさと創生市民広場で開催し
ました。生産者の飽くなき思いは、菊池米のブランド化につながっています。

第11回菊池米食味コンクール

農政課ブランド推進室 ☎0968（25）7266問い合わせ先

1_ 菊池市米飯官能鑑定士や専
門家などによる食味審査 2_ 今
年はコンクールで入賞したコメ
の即売会を開催 3_15人の生産
者がバイヤーと販売契約を結ん
だ ４_ 食味コンクール受賞者の
皆さん ５_ 菊池川流域（玉名市、
山鹿市、菊池市、和水町）の食材
を使用した一品料理コンテスト
も同時開催された 6_ 出品され
たコメ。審査米は同じ条件で炊
飯する

14

23

6

5

ンクールが始まった
当初から出品を続

けてきました。今回、最優
秀賞を受賞することがで
きてとてもうれしく思いま
す。今後もおいしいおコメ
を作っていきたいです。

年に引き続き、受賞
することができて驚

いています。無農薬、無肥
料の自然栽培にこだわっ
て米作りを続けてきました。
これからも安全・安心のお
コメをお届けしたいですね。

田
た

代
しろ

栄
えい

助
すけ

さん 西郷農苑 増
ます

永
なが

光
みつ

俊
とし

さん

個人総合部門 最優秀賞 環境王国菊池基準登録部門

コ 昨

宅
地・商
業・工
業
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

地
域
開
発
促
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

台
湾
半
導
体
大
手（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）が
菊
陽
町
に
進
出
し
て
、

住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
設
が
相
次
ぎ
、大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、地
域
開
発
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

菊池北小

菊之池小七城小

花房小

泗水東小

泗水小

旭志小

泗水西小

a

d e
1

76
5

3

4 2

ｂ

f

c

隈府小

戸崎小

ゾーニングイメージ図

ゾーニング

325

387

387

325

商 業 商業施設の進出を誘導する地域を商業誘導ゾーン 旭志伊坂周辺
（国道325号）

工 業 工場などの進出を誘導する地域を工業誘導ゾーン a～f

宅 地
宅地開発を重点的に推進する地域を宅地誘導ゾーン 1
宅地としての広がりが見込める地域を宅地促進ゾーン
※他にも定住化促進につながる地域がある場合は適宜検討

宅地、商業、工業を誘導および促進するゾーンを設定しました。
※上記イメージ図参照。ゾーン内が全て開発の対象となるわけではありません

【ゾーニング】
土地を用途別に区分すること

【ゾーン】
用途別に区分された個別の地域のこと

２～７

宅地誘導ゾーン
宅地促進ゾーン
商業誘導ゾーン
工業誘導ゾーン
※ 工業団地周辺および

農振農用地区域外

地
域
開
発
推
進
室 

☎
０
９
６
８（
41
）８
１
７
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
で
は
農
地
や
宅
地
、商
業
や
工
業
な
ど
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
す
る
た
め
に
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

宅
地
や
商
業
、工
業
を
誘
導
お
よ
び
促
進

す
る
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
こ
と
で
、農
地
や

地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
開
発
を

促
進
し
、定
住
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
旭
志
地
域
は
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、宅
地
開
発
を
重
点

的
に
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
地
域
は
、民
有
地

に
対
し
て
民
間
事
業
者
が
開
発
を
行
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
民
間
活
力
と
市
に
よ

る
支
援
で
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
事
業
実

施
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
は
、ゾ
ー
ニ
ン
グ
イ
メ
ー
ジ
図
の
赤

色
・
青
色
で
囲
ん
だ
ゾ
ー
ン
の
中
か
ら
、宅

地
と
し
て
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
を

選
定
し
、市
職
員
が
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
説

明
に
伺
い
ま
す
。
市
の
説
明
後
、地
権
者
の

皆
さ
ん
に
同
意
の
有
無
を
確
認
し
、同
意
が

ま
と
ま
っ
た
地
域
は
、宅
地
開
発
に
向
け
た

候
補
地
に
選
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、地
権
者

の
皆
さ
ん
が
、開
発
事
業
者
を
募
集
し
た
り
、

協
定
や
契
約
な
ど
を
締
結
し
た
り
す
る
際
の

手
続
き
は
、市
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

商
業
と
工
業
は
、民
間
事
業
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、丸
で
囲
ん
だ
ゾ
ー
ン
内
が
全
て
開

発
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、市
職
員
が
地
権
者
の
ご
自
宅
を
訪

問
し
た
り
、説
明
会
を
開
催
し
た
り
す
る
予

定
で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
的

今
後
の
流
れ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い

資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
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集
会　

7
月
8
日
に
青
少
年
育
成
市
民
会

議
と
共
催
で
、社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
菊

池
市
集
会
を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
菊
池
女
子
高
校
バ
ト
ン
部

の
華
麗
な
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で

は
、
株
式
会
社

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

コ
メ
デ
ィ
代

表
取
締
役
の

三み

宅や
け

晶あ
き

子こ

さ

ん
が「
人
に
や
さ
し
い
社
会
を
目
指
し
て
～

C
hance!

が
繋
ぐ
刑
務
所
と
社
会
～
」と
題

し
て
講
話
。
受
刑
者
専
門
求
人
誌
を
刊
行
し
、

非
行
や
犯
罪
歴
が
あ
る
人
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
経
験
か
ら
、多
く
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

　

菊
池
農
業
高
校
生
が
司
会
進
行
、菊
池
女

子
高
校
生
が
手
話
通
訳
、菊
池
高
校
生
が
ス

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、保
護
司
会

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、集
会
の
開
催
や

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
司
は
、法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
更
生

保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
た
ち
が
再
び
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、そ
の
立
ち
直
り
を
助
け
る
と
と
も
に
、

犯
罪
予
防
の
た
め
の
世
論
の
啓
発
に
取
り
組

む
な
ど
、安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
菊
池
市
で
は

29
人
が
保
護
司
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

保
護
司
の
主
な
仕
事　
①
保
護
観
察（
仮
釈

放
な
ど
に
な
っ
た
人
た
ち
を
地
域
社
会
に
お

い
て
処
遇
す
る
も
の
）に
な
っ
た
人
へ
の
助

言
や
指
導 

②
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
に
入
っ

て
い
る
人
の
出
所
後
の
生
活
環
境
の
調
整 

③
地
域
で
の
犯
罪
予
防
の
た
め
の
啓
発・
宣

伝
活
動 

④
そ
の
他
犯
罪
の
予
防
の
た
め
の

自
治
体
な
ど
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携・協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
ジ
運
営
を
担
当
し
、若
い
世
代
も
参
加

し
た
素
晴
ら
し
い
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

作
文
募
集　
市
民
へ
運
動
の
理
解
と
認
識
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、市
内
の
小
中

学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、犯
罪
や
非
行
の

な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
更
生
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
し
た
。

　

31
作
品
の
応
募
が
あ
り
、最
優
秀
賞
3
作

品
が
決
定
。
ま
た
、県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
１
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

大お
お

坪つ
ぼ　
悠ゆ

う

さ
ん（
菊
池
北
小
学
校
5
年
）

茂し
げ

田た

幸こ

穏の
ん

さ
ん（
菊
池
南
中
学
校
３
年
）

原は
ら　
碧ま

海ふ
き

さ
ん（
菊
池
女
子
高
等
学
校
１
年
）

県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト【
熊
本
日
日
新
聞
社
賞
】

茂
田
幸
穏
さ
ん（
菊
池
南
中
学
校
３
年
）

の
ぼ
り
旗
の
設
置　
　
　
　

　

各
区
の
協
力
で

7
月
の
強
調
月
間

中
に
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
や
市
内
中

学
校
で
は
、懸
垂
幕

や
横
断
幕
を
設
置

し
て
、啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

協
力
金　
各
区
か
ら
の
協
力
金
は
11
月
末
時

点
で
89
万
９
６
０
０
円
と
な
り
、各
種
事
業

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
更
生
保
護
法
人
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
】

森も
り

本も
と

惟い

誠せ
い（
富
出
分
）、安や

す

武た
け

功こ
う

心し
ん（
伊
萩
）

【
九
州
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
】

福ふ
く

島し
ま

正ま
さ

次つ
ぐ（
井
戸
方
）

「社会を明るくする運動」では、犯罪や非行のない
地域を目指し、一人一人が考え、参加するきっかけ
をつくることを目的に活動しています。

問い合わせ先
社会を明るくする運動菊池市推進委員会
☎0968（25）7232（菊池市教育委員会生涯学習課内）

【協力】菊池地区保護司会菊池分会広報部

更
生
ペ
ン
ギ
ン
の

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん

高校生による司会、手話通訳 三宅晶子さん

７月に設置した横断幕

今
年
度
の

主
な
取
り
組
み

保
護
司
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す

更
生
保
護
活
動
表
彰

（
敬
称
略
）

vol.５

菊
池
市
ふ
る
さ
と
創
生
市

民
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。菊
人
形
や
懸け

ん

崖が
い

な
ど
の
他
、

市
内
の
小
中
学
校
や
高
校
の
生

徒
が
育
て
た
菊
も
展
示
。
最
終

日
に
は
菊
の
即
売
会
も
実
施
し

ま
し
た
。
市
菊
ま
つ
り
推
進
委

員
会
で
は
、一
緒
に
菊
作
り
に
取

り
組
み
、ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
振
興
課
☎（
25
）７
２
２
３

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
キ
ク
ロ
ス
ま
つ
り
」が

あ
り
ま
し
た
。
中
央
図
書
館
で

は
、イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や
本
の

の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
。
中
央

公
民
館
で
は
お
菓
子
作
り
教
室
、

映
画
上
映
会
、段
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
、カ
ラ
ク
リ
体

験
な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
講
座
を
数
多
く
開
催
。

多
く
の
人
が
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
２
千
人
を
超
え
、イ

ベ
ン
ト
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

熊
本
県
知
事
賞

熊
本
県
議
会
議
員
賞

菊
池
市
長
賞

菊
池
市
議
会
議
長
賞

村む
ら

上か
み

文ふ
み

秋あ
き

坂さ
か

口ぐ
ち

幸ゆ
き

枝え

緒お

方が
た

正ま
さ

俊と
し

佐さ
っ

さ々

章し
ょ
う

一い
ち

令
和
５
年
度
表
彰
者（
敬
称
略
）

令和５年
11月1日～15日

1・2・4・6_ 親子木工教室や段ボールアートな
ど、たくさんの講座や体験コーナーで会場は
にぎわった 3_ 崇城大学の学生によるカラク
リ体験 5_クマモトにがおえ製作所による似
顔絵アート。一つの壁に大勢の来場者の似顔
絵を描いた（関連15㌻） 7_寝相アート撮影会

令和５年
11月25日

1
3

26

4

5

7
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作　文作　文

　
私
は
８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
、

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
ま
し

た
。静
岡
や
大
阪
、種
子
島
か
ら
、た
く
さ
ん

の
人
が
参
加
し
て
お
り
、初
日
は
と
て
も
驚

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
の
テ
ー
マ
で

あ
る「
２
０
５
０
年
に
未
来
の
社
会
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」、「
未
来
の
自
分
は
ど
う
し
て

い
た
い
か
」を
考
え
な
が
ら
、３
日
間
に
渡
っ

て
、５
つ
の
講
義
を
聴
き
、多
く
の
こ
と
を

学
び
、経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
菊き

く

池ち

康や
す

紀の
り

先
生
の
講
義
で
は「
多

様
な
解
を
考
え
続
け
る
力
と
は
」に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
こ
の
講
義
で
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は
、エ

コ
バ
ッ
グ
が
必
ず
し
も
エ
コ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
エ
コ
だ
か
ら
エ
コ
バ
ッ
ク
と

い
う
名
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

話
を
聞
く
中
で
、エ
コ
バ
ッ
ク
を
一
つ
作
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
、レ
ジ
袋
６
０
０
枚
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
同
じ
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
エ
コ
バ
ッ
ク
が
エ
コ
か
ど
う
か
は
、使

う
人
次
第
だ
と
聞
き
、新
た
な
発
見
と
な
り
、

エ
コ
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
自
分
の

エ
コ
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、菊
池
先
生
の「
や
り
た
い
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
は
、生
活
し
て
い
て
勝
手
に

増
え
て
い
く
が
、で
き
る
こ
と
を
伸
ば
せ
る

　

私
は
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参

加
し
て
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
た
講
義
が
三

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、菊き

く

池ち

康や
す

紀の
り

先
生
の
講
義
で
す
。

先
生
は「
多
様
な
解
を
考
え
続
け
る
力
」に

つ
い
て
の
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に

「
レ
ジ
袋
と
マ
イ
バ
ッ
ク
は
ど
ち
ら
が
エ
コ
か
」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
エ
コ
バ
ッ

ク
と
答
え
た
の
で
す
が
、先
生
は
分
か
ら
な

い
と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

マ
イ
バ
ッ
ク
は
レ
ジ
袋
６
０
０
枚
分
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
て
製
造
し
て
い
る
の
で
、

レ
ジ
袋
や
マ
イ
バ
ッ
ク
が
ど
う
使
わ
れ
た
か

や
、使
わ
れ
た
期
間
が
分
か
ら
な
い
と
答
え

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
レ
ジ
袋
は
１
回
使
っ
た
ら
捨
て
る
し

か
な
く
、マ
イ
バ
ッ
ク
は
そ
の
分
捨
て
な
く

て
い
い
か
ら
エ
コ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
ん
な
単
純
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
菊
池
市
で
は
ご
み
袋
が
指
定

さ
れ
て
い
る
の
で
難
し
い
で
す
が
、指
定
さ

れ
て
い
な
い
地
域
で
は
レ
ジ
袋
を
ご
み
袋
の

代
わ
り
に
し
て
ゴ
ミ
出
し
を
す
る
と
、ご
み

袋
を
使
わ
な
く
て
い
い
の
で
そ
の
分
エ
コ
に

な
り
ま
す
し
、レ
ジ
袋
を
エ
コ
バ
ッ
ク
の
よ

う
に
買
い
物
を
す
れ
ば
、さ
ら
に
エ
コ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、物

事
の
良
し
悪
し
や
ど
ち
ら
が
よ
い
か
と
い
う

の
は
、勉
強
と
訓
練
だ
け
」と
い
う
言
葉
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
は
、は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て

い
る
の
に
で
き
な
い
こ
と
は
悲
し
い
将
来
に

な
る
の
で
、今
の
う
ち
か
ら
何
か
一
つ
で
も

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
で
す
。

　

２
日
目
の
小こ

宮み

山や
ま

宏ひ
ろ
し

先
生
の
講
義
で
は
、

「
２
０
５
０
年
の
世
界
か
ら
自
分
を
考
え
て

み
よ
う
」に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
先
生
は
、

ご
自
分
で
も
エ
コ
を
考
え
、二
重
窓
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
家
を
建
て
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
こ
と

の
大
切
さ
を
聞
き
、私
も
先
生
の
家
の
よ
う

な
家
を
建
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、早は

や

坂さ
か

信し
ん

哉や

先
生
の
講
義
で
は
、自

分
の
体
験
し
た
こ
と
を
も
と
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
毎
日
、湯
船
に
つ
か
る
と
要
介
護
に
な

る
人
が
29
％
も
減
る
と
い
う
調
査
や
、体
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
お
風
呂
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
誰
も
着
目
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
目
が
い
く
と
こ
ろ
に
面
白
さ
を
感
じ
ま

し
た
。私
た
ち
も
、当
た
り
前
す
ぎ
て
、見
え

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
着
目
す
る
力
も
大
切
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
初
め
に
、所と

こ
ろ

千ち

晴は
る

先
生
の
資
源

循
環
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
。
経
済・
社
会・
環
境
の
調
和
を
目

指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
ど
れ
か
一
つ
だ
け
を
良
く
し
て
も
意

判
断
は
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
も
菊
池
先
生
の
講
義
で
す
。「
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
は
」と
い
う
設
問
の
も
と
、

あ
る
動
画
を
見
ま
し
た
。
そ
の
動
画
の
内
容

は
広
場
で
一
人
の
男
性
が
上
半
身
裸
で
踊
り

だ
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
最
初
は
一
人
で

踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に
人
が
増
え
て

き
て
、最
終
的
に
百
何
十
人
も
の
人
が
踊
り

だ
し
た
と
い
う
動
画
で
し
た
。
こ
の
時
、最

初
に
踊
り
だ
し
た
男
性
は
、間
違
い
な
く
リ
ー

ダ
ー
と
言
え
ま
す
。

　
一
人
で
踊
っ
て
い
る
時
は
、た
だ
の
個
性

的
な
人
で
し
た
が
、二
人
に
な
る
と
タ
ッ
グ
、

三
人
以
上
に
な
る
と
集
団
に
な
り
、男
性
は

そ
の
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
」に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
最
初
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、同
時
に
そ
れ
に
共
感
し

て
一
緒
に
行
動
す
る
人
間
の
存
在
も
大
切
さ

だ
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
周
り
の
人
に
共
感

の
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
力
も
大
切
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、早は

や

坂さ
か

信し
ん

哉や

先
生
の
講
義
で
す
。

先
生
は
、「
血
圧
や
体
温
の
変
化
と
お
風
呂

と
の
関
係
」の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

風
呂
に
入
っ
た
と
き
と
、そ
う
で
な
い
と
き

味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
講
義
後
、グ

ル
ー
プ
か
ら
一
人
ず
つ
質
問
を
し
、先
生
は

「
も
っ
と
も
っ
と
こ
の
疑
問
を
自
分
た
ち
で

追
及
し
て
ほ
し
い
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
次
の
江え

間ま

有あ
り

沙さ

先
生
の
講
義
で
は
Ａ
Ｉ
と

私
た
ち
の
社
会
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
Ａ

Ｉ
が
普
及
す
る
と
仕
事
が
減
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、全
て
任
せ
る
の
で
は
な
く
、今

の
日
本
で
は
Ａ
Ｉ
に
責
任
を
取
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、最
終
確
認
は
人
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
３
日
間
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
知
識
だ
け
で
な
く
、共
に

学
ん
だ
仲
間
と
大
切
な
時
間
を
過
ご
せ
た

こ
と
は
、私
に
と
っ
て
、貴
重
な
時
間
で
し

た
。
台
風
の
影
響
で
早
く
帰
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
く
な
っ
た
時
、と
て
も
悲
し
い
気
持
ち

で
し
た
が
、グ
ル
ー
プ
の
人
や
大
学
生
が「
あ

り
が
と
う
、楽
し
か
っ
た
」と
言
っ
て
く
れ
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
、学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、人
に
伝
え
、

み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
社
会
に
つ
い
て
考
え

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
が
一
時
的
に
で

は
な
く
、継
続
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

の
血
圧
や
、体
温
の
変
化
と
事
故
と
の
関
連

な
ど
で
す
。
そ
の
結
果
は
広
く
報
道
さ
れ
、

入
浴
す
る
と
き
の
注
意
喚
起
に
役
立
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
周
り
の
人
は
難
し
い
専
門
的
な
こ
と
を
研

究
し
て
い
た
の
で
す
が
、先
生
は
地
域
医
療

現
場
で
の
問
題
に
着
目
し
、あ
ま
り
に
も
日

常
的
す
ぎ
て
誰
も
研
究
を
し
て
い
な
か
っ

た「
お
風
呂
」の
研
究
を
さ
れ
た
の
で
す
。私

は
こ
の
講
義
で
、他
の
人
と
違
う
視
点
か
ら

も
の
を
見
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。私
も
、広
い
視
野
を
も
っ
て
物
事
を
見
て
、

問
題
点
を
見
つ
け
る
力
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
、学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
、た

い
へ
ん
貴
重
な
機
会
に
恵
ま
れ
研
修
で
き
た

こ
と
を
、と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
を
周
り
の
人
た
ち
と
共
有
し
て

自
分
の
生
き
方
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七城中学校3年　長
なが

塩
しお

梨
り

子
こ

さん七城中学校3年　渡
わた

邉
なべ

永
はる

翔
と

さん

プラチナ未来人財育成塾で学んだことプラチナ未来人財育成塾で学んだこと
参加報告参加報告

プラチナ未来人財育成塾プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

川
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原
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田
だ

らら（袈裟尾）
後

ご

藤
とう

璃
り

央
お

（深川）
佐

さ

藤
とう

義
よし

剛
たか

（野間口）
佐

さ

藤
とう

凜
り

透
と

（玉祥寺）
西
にし

川
かわ

拓
たく

志
し

（袈裟尾）
本
ほん

多
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慶
けい

次
じ

（中西寺）
前
まえ

田
だ

燈
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和
わ

（上西寺）
深
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田
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悟
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生
う

（袈裟尾）
森
もり

　凰
こう

太
た

（間所）
岩
いわ

根
ね

悠
ひま

葵
り

（岩本）
吉
よし

村
むら

龍
りゅう

星
せい

（岩本住宅）

上
うえ

野
の

翔
しょう

陽
よう

（富の原一）
緒
おが

方
た

文
ふみ

菜
な

（高江）
熊
くま

谷
がい

來
ら

凰
お

（富の原台）
後

ご

藤
とう

夏
か

乃
の

（福本一）
高
たか

村
むら

蒼
そ

空
ら

（富の原台）
永
なが

田
た

美
み

亜
あ

（富）
松
まつ

岡
おか

芽
め

彩
い

（田島二）
松
まつ

野
の

詩
う

大
た

（富の原一）
牛
うし

嶋
じま

人
ひと

規
き

（桜山一）
中
なか

原
はら

茉
ま

莉
り

花
か

（富の原東）
横
よこ

谷
たに

こころ（富の原北）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

～ 低栄養を予防する食生活① ～
　高齢期はさまざまな理由で食欲がなくなり、低
栄養状態になる恐れがあります。食欲不振に気付
いたら食生活の改善を心掛けましょう。

1日3食しっかり食べましょう
　食事をおいしく食べるためには、それぞれの食
事時間や起床・就寝の時間を決めることが大事です。
規則正しい生活は、胃腸などの機能を整え、食欲を
促すことにつながります。食事を抜くと、1日に必
要な栄養素が足りなくなる原因になります。
主食・主菜・副菜を揃えましょう
　主なエネルギー源となる「主食」、
たんぱく質が多い「主菜」、ビタミ
ンなどが豊富な「副菜」を揃えたメ
ニューで、さまざまな栄養素をバラ
ンスよく取りましょう。食欲がないと
きは主菜から食べましょう。

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216

11月の3歳児健診でむし歯のなかったお子さ
んを紹介します。※敬称略。（ ）内の行政区は健診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子

汁物

副菜

主食

主菜

寒い日々が続き、外に出ることが面倒になったり、運動する機会が減っていま
せんか。骨粗しょう症の予防には運動や日光浴、食事などがあります。今回は、
食事を中心に骨粗しょう症予防についてお伝えします。

食
事
を
し
て
、骨
密
度
を
上
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
予
防
で
き

る
危
険
因
子
を
取
り
除
く
た
め
に
生

活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
た
め
の

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

❶ 

１
日
３
回
、規
則
正
し
く
、

　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る

　

食
事
を
抜
く
と
、必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
素
が
不
足
し
ま
す
。
主

食（
ご
は
ん
・
パ
ン
・
麺
）、主
菜（
肉
・

魚
・
卵
・
大
豆
料
理
）、
副
菜（
野
菜
・

キ
ノ
コ
・
イ
モ
・
海
藻
）が
揃
っ
た
食

事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❷ 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
摂
取

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
し
、骨
の
生

成
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
皮
膚

骨
と
は
？

　

骨
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
、た
ん

ぱ
く
質
の
一
種
で
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン

か
ら
で
き
て
い
て
、
骨
を
作
る「
骨

芽
細
胞
」
と
骨
を
破
壊
す
る「
破
骨

細
胞
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

骨
芽
細
胞
に
よ
っ
て
骨
が
作
ら
れ

る
と
同
時
に
、破
骨
細
胞
が
骨
を
破

壊
し
て
、常
に
新
し
く
作
り
直
さ
れ

新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
？

　

骨
の
中
が
す
か
す
か
で
骨
折
の
危

険
性
が
あ
る
状
態
の
こ
と
を
表
し
ま

す
。
骨
の
強
度
は
骨
の
中
身
、
網
目

状
に
詰
ま
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
組
織
に
よ
っ
て

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
組
織
が

乾
い
た
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
り「
骨
密

度
が
低
い
」状
態
と
な
り
ま
す
。

　

初
期
で
は
何
の
自
覚
症
状
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、進
行
す
る
と
骨
が
も
ろ

く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
り
、骨

粗
し
ょ
う
症
に
な
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
危
険
因
子

　

加
齢
や
人
種
な
ど
の
予
防
で
き
な

い
も
の
と
、食
事
や
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
に
関
わ
る
要
因
で
予
防
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す（
右
下
表
参
照
）。

　

若
い
頃
か
ら
骨
に
必
要
な
運
動
や

や
髪
な
ど
の
組
織
と
同
様
に
、骨
も

新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

主
成
分
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す

る
と
、新
し
い
骨
の
組
織
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム

を
十
分
に
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

❸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を

　
高
め
る
栄
養
素
を
摂
取

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
に
吸
収
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、吸
収
を
助
け
る
栄

養
素
を
一
緒
に
取
る
こ
と
も
お
す
す

め
で
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
D
】 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
日
光
に
当

た
る
と
体
の
中
で
生
成
さ
れ
ま
す
。

食
品
例
：
魚
介
類
、キ
ノ
コ
類
な
ど

【
ビ
タ
ミ
ン
K
】 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨

に
沈
着
さ
せ
、骨
組
織
の
形
成
を
促

し
ま
す
。
食
品
例
：
納
豆
、ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

 　

ま
た
、女
性
は
更
年
期
を
迎
え
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
す
る
と
、

骨
密
度
も
よ
り
低
下
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
大
豆
製
品
に
含
ま
れ
る
イ
ソ

フ
ラ
ボ
ン
は
、女
性
ホ
ル
モ
ン
に
似

た
働
き
を
す
る
の
で
、大
豆
製
品
も

お
す
す
め
で
す
。

　

骨
を
丈
夫
に
し
て
骨
粗
し
ょ
う

症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、食
事
だ

け
で
な
く
運
動

を
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
一

つ
で
も
で
き
そ

う
な
こ
と
か
ら

始
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

予防できない
危険因子

加齢、性（女性）、人種、家族歴、
遅い初潮、早期閉経、過去の
骨折

予防できる
危険因子

カルシウム不足、ビタミンD
不足、ビタミンK不足、リンの
過剰摂取、食塩の過剰摂取、
極端な食事制限（ダイエット）、
運動不足、日照不足、喫煙、過
度の飲酒、多量のコーヒー

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気
、け

が
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生

活
を
働
い
て
い
る
世
代
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に

　

基
礎
年
金
の
半
分
は
国（
税
金
）が

負
担
し
、年
金
の
給
付
は
一
生
涯
保

障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、老
後
を
支
え
る

「
老
齢
年
金
」の
ほ
か
、「
障
害
年
金
」

や「
遺
族
年
金
」も
あ
り
ま
す
。「
障

害
年
金
」
は
、
病
気
や
事
故
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

「
遺
族
年
金
」は
、加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、そ
の
加
入
者
で
生
計
を
維

持
し
て
い
た
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

納
付
書
が
届
い
た
ら

国
民
年
金
の
保
険
料

　

今
年
度
の
１
カ
月
当
た
り
の
保
険

料
は
1
万
６
5
2
0
円
で
す
。
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

ほ
か
、電
子
決
済
で
納
付
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
制
度

　
定
額
保
険
料（
月
額
1
万
６
5
2
0

円
）に
月
額
4
0
0
円
の
付
加
保
険

料
を
加
え
て
納
め
る
と
、老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年

金
額
を
多
く
受
け
取
れ
ま
す
。

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

お
支
払
い

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
納
付
す
る
と
、金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ
も
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
早

割（
当
月
末
納
付
）」や「
前
納
」で
保

険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
人
は
、本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得

に
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
や
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
の
他
、
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
学

生
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

～ ４００mL献血にご協力ください ～

問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き

ところ

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
日時や場所が変更になる場合があります
　 最新情報は熊本県赤十字献血セン
ターのホームページでご確認ください。

①③県北広域本部　②七城公民館

①１月２３日㈫ 午前9時30分～11時30分
②１月2３日㈫ 午後１時30分～４時
③１月２９日㈪ 午前9時30分～午後4時
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館 公 民 館

令和5年度に開催した講座を紹介します
● キッズチャレンジクラブ ～きくちよかとこ発見

し隊～ （6月～11月・全6回、中央）
　17人の小学生が市内各地を巡り、さまざまな体験
をしました。第4回は、菊池
農業高校馬術部の皆さんの
サポートで、乗馬や動物と
の触れ合いを楽しみました。
初めての体験に笑顔いっぱ
いの時間となりました。

● 子ども囲碁・将棋教室・大会 ～判断力・集中力
を身につける～ （6月～3月・全10回、旭志）

　小学1年～6年の18人が、月に1回、3人の指導者か
ら将棋を学んでいます。集
中する真剣なまなざしは、未
来の棋士かも。大会に向け
て、メンバーと対戦して勝っ
たり負けたり涙したり、楽し
く活動しています。

 ● 「健康長寿」は日常生活の見直しから！ ～介護
予防につながる生活習慣とは？～

　  （10月～12月・全５回、中央）
　16人の受講生が、日常生
活で気軽にできる介護予防
対策について理解を深めま
した。自身の健康寿命への
意識を高めるきっかけにな
りました。

テーマ「新年」

童
心
社

2

童
心
社

1

主
婦
の
友
社

3

武
蔵
野
書
院

4

中学生以下  ※未就学児童は保護者同伴対　象
15名定　員 無料参加費

泗水図書館ところ
1月14日㈰　午後2時～3時30分と　き

「段ボールで鬼のお面作り」に挑戦！
　元地域おこし協力隊でアートクリエイターの東

ひがし

耕
こう

平
へい

さんによる鬼のお面作りです。

中
なか

川
がわ

ひろたか／文
村
むら

上
かみ

康
やす

成
なり

／絵
　おせちや初詣など、日本の
お正月文化がぎっしり。「あ
けましておめでとう」の繰り
返しがリズミカルな絵本です。

工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

／文
あべ弘

ひろ

士
し

／絵　

1  ちび竜

廣
ひろ

田
た

　收
おさむ

／著
4  紫式部は誰か

　今年の大河ドラマのモデ
ル、紫式部とはどのような人
物だったのか。作品ができ
るまでの謎を紐解いていく。

マーク・矢
や

崎
ざき

治
はる

信
のぶ

、ＬＵＡ／監
3   開運大全

　「最近ツイてない」と思っ
たときに役立つ開運法がこ
の 一冊に凝縮。2024年も
良き一年でありますように！

　小さな粒から生まれたち
び竜。やがて大きくなったち
び竜はー。壮大な世界観で
描かれる物語です。

２  あけましておめでとう

　キクロスまつりで、クマモトに
がおえ製作所による「似顔絵アー
ト」の参加者は、全身似顔絵を
中央公民館窓口で保管していま
すので、受け取りをお願いします。

「全身似顔絵」の受け取りのお願い

午前９時～午後10時受付時間

畑は
た

仕
事
即つ

か
ず
離
れ
ず
尉じ

ょ
う

鶲び
た
き

ひ
た
む
き
に
一
輪
の
あ
り
帰か

へ

り
花

蝋
燭
の
灯
ほ
の
ぼ
の
秋
の
夜よ

半は

菊
人
形
荒あ

ら

武む

者し
ゃ

の
顔
ゆ
る
び
た
る

何
も
せ
ず
何
も
求
め
ず
小
春
の
日

万
句
の
里
俳
句
会  

11
月
句
会

雨
ご
も
り
読
み
い
る
本
に
や
や
飽
き
て
窓
を
見
や
れ
ば
ま
だ
降
り
つ
づ
く

菊
の
露
し
た
れ
る
水
を
茶
に
た
て
む
古
稀
を
迎
え
る
君
に
捧
げ
ん

山や
ま

路み
ち

の
お
供
と
な
り
ぬ
鶯
の
自
慢
の
喉
に
し
ば
し
足
止
む

人
と
会
い
人
と
別
れ
て
思
い
出
を
作
り
て
吾
も
年
齢
を
重
ね
る

突
然
に
逝
き
に
し
妻
に
今
を
詫
ぶ
労い

た
わり
も
す
こ
し
掛
け
ゐ
て
お
れ
ば

緒
方　
寛
子

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

嶋
田　
晴
美

七
城
短
歌
会  

11
月
詠
草

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
つ
ゴ
ク
リ
お
茶
飲
ん
で「
今
日
は
つ
い
て
る
茶
柱
飲
ん
だ
」

け
ん
玉
も
ボ
ッ
チ
ャ
も
六
歳
孫
に
負
け
買
い
求
め
た
る
我
の
け
ん
玉

子
の
様
子
受
け
止
め
か
ね
て
沈
む
声
娘こ

を
励
ま
す
も
い
つ
し
か
我
も

「
血
縁
」
と
ふ
や
さ
し
言
葉
に
涙
す
る
支
え
つ
づ
け
の
出
来
ぬ
悲
し
さ

菊
池
野
を
琥
珀
の
光
包
み
お
り
決
意
鈍
ら
す
晩
秋
の
暮
れ

坂
本　
　
佳

原
口　
裕
子

坂
本　
玲
子

松
竹　
洋
子

江
頭　
桂
子

「
里
」短
歌
会  

11
月
詠
草

孫
来
た
り
ミ
ニ
カ
ー
レ
ゴ
に
熱
中
し
飽
き
る
と
夫
に
ア
イ
ス
を
せ
が
む

暮
れ
初
め
て
な
ほ
暮
れ
切
ら
ぬ
合
志
川
流
れ
は
寒
き
茜
を
映
す

虹
の
橋
病や

ま
い

回
復
祈
り
つ
つ
見
取
れ
眺
め
る
朝
の
パ
ノ
ラ
マ

薄
れ
ゆ
く
記
憶
の
世
界
受
け
入
れ
つ
ま
ぶ
し
く
光
る
朝
庭
に
立
つ

都
会
に
は
何
で
も
あ
る
と
思
う
け
ど
こ
れ
だ
け
は
美
味
子
へ
栗
団
子

田
中　
遥
子

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

山
城　
雅
子

原
川　
初
江

渓
流
短
歌
会  

11
月
詠
草

咲
き
更た

け
し
石つ

蕗わ

ひ
と
む
ら
に
融と

け
合
ひ
て
温あ

た
たま
り
ゆ
く
孤こ

癖へ
き

も
あ
ら
む

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
て
ま
た
湧
く
寂
し
さ
を
短
歌
と
い
ふ
か
霜
月
の
夜

上ほ

つ
枝え

よ
り
蔓
草
分
け
て
順
に
咲
く
パ
ス
テ
ル
ピ
ン
ク
の
山
茶
花
を
愛め

づ

合
戦
に
一ひ

と

生よ

を
生
き
し
菊た

池け

武み

光つ

の
踏
み
け
む
道
に
い
ち
ょ
う
降
り
し
く

霜
月
の
名
に
抗
い
て
真
夏
日
と
は
春
夏
夏
夏　
夏
夏
夏
冬

怒
留
湯
健
蓉

中
川　
愛
子

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

小
堀　
久
男

菊
池
短
歌
会  

12
月
詠
草

高
原
の
駅
の
木
椅
子
の
秋
思
か
な

冬
近
し
無
沙
汰
の
兄
は
息
災
か

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
厨く

り
やに
固
き
南
瓜
切
る

掃
き
寄
せ
の
落
葉
散
ら
し
て
風
遊
ぶ

半
月
板
手
術
と
決
め
て
天
高
し

五
丁　
義
昭

森　
　
正
子

守
田　
惟
誠

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

11
月
例
会

い
ず
こ
よ
り
匂
い
届
き
し
金
木
犀

お
は
よ
う
の
一
言
嬉
し
老
い
の
秋

拝
殿
に
広
げ
干
し
有
り
今
年
藁

堰せ
き

落
し
灌
水
終
え
て
実
る
秋

ふ
る
里
の
土
産
栗
飯
子
は
空
港

稗
田　
達
恵

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

水
上　
玲
子

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

11
月
詠
草 中

路　
郁
子

水
本
と
よ
い
ち

宮
本　
敏
子

宮
本　
雅
子

湯
村
ひ
ろ
し

菊人形・菊まつり
撮影：広報（令和５年11月）

（関連８㌻）
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
午
後
４
時（
福
祉
課
）

�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

220

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

生
涯
学
習
課 
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

市
で
は
古
く
か
ら
神
楽
や
獅
子
舞
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
芸
能
が
地
域
や

保
存
団
体
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、国
や
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
15
件
を
隔
月
で
紹
介
し
ま
す
。

守
り
継
が
れ
る 

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

22
代 

能よ
し

運ゆ
き

　

21
代
重し

げ

朝と
も

の
長
子
で
、
当
初
は
、

武た
け

運ゆ
き

と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

頃
の
菊
池
氏
は
、一
族
の
内
乱
や
父

重
朝
の
矢
部
幕
の
平（
山
都
町
）で
の

大
敗
な
ど
に
よ
り
、肥
後
守
護
と
し

て
の
権
威
は
失
墜
、勢
力
は
弱
ま
る

ば
か
り
で
し
た
。

　
文
亀
元（
１
５
０
１
）年
5
月
に
は
、

大
叔
父
の
宇う

土と

為た
め

光み
つ（

20
代
為た

め

邦く
に

の

弟
）に
よ
り
、守
山
城
は
攻
め
落
と

さ
れ
、武
運
は
島
原
ま
で
逃
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、「
不
運
」に
つ
な
が
る

と
し
て「
能
運
」と
改
名
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

文
亀
3（
１
５
０
３
）年
9
月
、島

原
で
雌
伏
の
時
を
過
ご
し
て
い
た

能
運
は
、家
臣
の
城じ

ょ
う

氏
や
隈く

ま

部べ

氏
ら

と
呼
応
し
、菊
池
復
帰
の
兵
を
あ
げ
、

高
瀬（
玉
名
市
）に
上
陸
。
為
光
勢
と

の
大
激
戦
の
末
、守
山
城
の
奪
還
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
時
の
傷
が
元
で
永

正
元（
１
５
０
４
）年
2
月
15
日
、23

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
。
守
護

職
は
、遺
言
に
よ
り
為
邦
の
弟
為た

め

安や
す

の
孫
政ま

さ

朝と
も（
後
の
政ま

さ

隆た
か

）に
譲
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て
菊
池
氏
の
直
系
は
、

能
運
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
墓
は
、熊
耳
山
正
観
寺（
東
正

観
寺
）の
実じ

っ

相そ
う

院い
ん

跡（
現
菊
池
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
前
）に
あ
り
ま
す
。

23
代 

政
隆

　

22
代
能
運
の
遺
言
に
よ
り
、若
干

14
歳
で
家
督
を
相
続
し
、肥
後
守
護

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
友
氏
の
策
略
に
は
ま
っ
た
阿あ

蘇そ

惟こ
れ

長な
が

の
企
て
に
よ
り
、菊
池
家
臣
は

政
隆
を
廃
し
て
惟
長
を
迎
え
ま
す
。

隈
府
に
入
っ
た
惟
長
は
、菊
池
武た

け

経つ
ね

と
名
を
改
め
肥
後
守
護
の
職
に
就
き

ま
し
た
。

　
守
護
の
座
を
追
わ
れ
た
政
隆
の
元

に
は
、城
政ま

さ

元も
と

や
隈
部
鎮し

げ

治は
る

、宗そ
う

隆た
か

盛も
り

な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

危
機
感
を
持
っ
た
武
経
と
阿
蘇
氏
は
、

政
隆
追
討
に
動
き
出
し
ま
す
。

　

永
正
6（
１
５
０
９
）年
8
月
、大

友
親ち

か

治は
る

の
命
を
受
け
た
朽く

網た
み

親ち
か

光み
つ

軍

と
政
隆
軍
が
、
臼
間
荘
桜
馬
場（
南

関
町
）で
激
突
、大
友
軍
の
大
勝
利

に
終
わ
り
、捕
ら
わ
れ
た
政
隆
は
阿

蘇
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
矢
部
へ
送
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

16
日
夜
、菊
池
の
旧
臣
玉た

ま

屋や

貞さ
だ

親ち
か

が
護
送
団
を
急
襲
し
、政
隆
を
首
尾

よ
く
奪
取
、安
国
寺（
久
米
一
）に
入

り
ま
す
。
武
経
は
守
山
城
を
出
陣
、

久
米
原
で
両
軍
入
り
乱
れ
て
の
激

戦
と
な
り
、政
元
・
鎮
治
・
隆
盛
ら
は

討
ち
死
に
、政
隆
は
再
び
安
国
寺
に

入
り
自
刃
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、わ

ず
か
19
歳
で
し
た
。
墓（
亀き

趺ふ

碑
）は
、

安
国
寺
の
裏
に
あ
り
ま
す
。

24
代 

武た
け

包か
ね

　

永
正
8（
１
５
１
１
）年
、菊
池
武

経
が
菊
池
を
去
り
ま
す
。
当
主
不
在

と
な
っ
た
重
臣
た
ち
は
、菊
池
家
支

流
の
詫た

く

磨ま

武た
け

安や
す

の
子
武
包
を
当
主
と

し
て
迎
え
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

衰
退
の
道
を
た
ど
る
菊
池
氏

に
対
し
、
大
友
氏
は
ま
す
ま
す
圧

力
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
永
正
17

（
１
５
２
０
）年
、大
友
義よ

し

鑑あ
き

の
弟
重し

げ

治は
る

は
菊
池
の
重
臣
た
ち
を
そ
そ
の
か

し
、武
包
を
追
放
。
菊
池
義よ

し

宗む
ね（
後
の

義よ
し

武た
け

）と
改
名
し
、肥
後
守
護
と
称

し
て
守
山
城
に
入
り
ま
し
た
。

　

大
永
3（
１
５
２
３
）年
、武
包
は

筒
が
岳（
小
岱
山
）で
挙
兵
し
ま
す

が
、
義
鑑
・
阿
蘇
惟こ

れ

豊と
よ

連
合
軍
に
大

敗
し
、島
原
に
逃
れ
ま
し
た
。
天
文

元（
１
５
３
２
）年
、こ
の
地
で
死
去

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、初
代
則の

り

隆た
か

か
ら
続
い
た

菊
池
氏
の
守
護
家
は
、つ
い
に
そ
の

名
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。

田島菅原神社

　

泗
水
町
の
田
島
一
区
で
継
承
さ

れ
て
い
る
神
楽
で
す
。
毎
年
、春
と

秋
の
大
祭（
２
月
・
11
月
）や
風
鎮
祭

（
８
月
）、年
賀
行
事（
12
月
）に
田
島

菅
原
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
ほ
か
、地

元
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
披
露
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、明
治
の
初
期
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、当
時
は
舞
も
楽
も
静
か
な
姫
神

楽
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
神
楽
は
昭
和
の
初
期
に
熊

本
市
の
高
橋
稲
荷
神
社
か
ら
伝
授

さ
れ
た
も
の
で
、 

岩
戸
神
楽
の
流

れ
を
く
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
楽
の
構
成
は
、散
座
・
二
剣
・
四

剣
・
奉
剣
・
榊
・
弓
・
国
津
・
神
撰
歌
の

8
座
か
ら
な
り
、剣
や
榊
、弓
・
鈴
を

持
ち
、面
を
付
け
た
り
唄
を
入
れ
た

り
し
て
勇
壮
・
華
麗
に
舞
わ
れ
ま
す
。

特
に
国
津
の
舞
は
古
く
か
ら
伝
わ

る
鬼
神
の
面
を
付
け
、豪
快
な
舞
と
、

２
人
の
問
答
が
人
気
で
す
。

　

昭
和
40
年
頃
か
ら
舞
い
手
が
高

齢
化
し
た
こ
と
で
、後
継
者
の
育
成

が
緊
急
の
課
題
と
な
り
、保
存
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
へ
出
か

け
て
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

奉納の様子

不
審
電
話
や
メ
ー
ル
に
注
意
！

　

公
的
機
関
や
大
手
事
業
者
を
名

乗
っ
て
電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
と

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
お
金

を
請
求
し
て
く
る
詐
欺
で
す
の
で
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

❶  

国
際
電
話
番
号
か
ら
の
詐
欺
電
話

携
帯
電
話
に
、「+

」か
ら
始
ま

る
国
際
電
話
番
号
で
電
力
会
社

社
員
を
か
た
る
男
か
ら「
電
気

料
金
が
未
納
で
す
。
支
払
わ
な

い
と
差
し
押
さ
え
と
い
っ
た
法

的
措
置
に
移
行
し
ま
す
」と
い

う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、「
電
話
で

『
お
金
』詐
欺
」と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
応
答
せ
ず
、電
話
を
切
っ
て

誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

❷ 

携
帯
電
話
会
社
を
か
た
っ
た
電
話

「
料
金
が
未
納
で
す
。
支
払
わ

な
い
と
法
的
措
置
を
取
り
ま
す
。

詳
し
い
説
明
は
１
番
を
押
し
て

く
だ
さ
い
」と
い
っ
た
ア
ナ
ウ

ン
ス
音
声
で
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
通
り
に
番
号
を
押
し

て
い
く
と
お
金
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

❸
当
選
商
法
の
メ
ー
ル

「
１
億
円
の
当
選
金
を
も
ら
え

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
当
選
金

を
受
け
取
る
に
は
手
数
料
が
必

要
で
す
。
電
子
マ
ネ
ー
で
手
数

料
を
支
払
い
、確
認
が
取
れ
た

ら
当
選
金
が
受
け
取
れ
ま
す
」

と
い
う
内
容
だ
っ
た
の
で
、コ

ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入

し
て
支
払
っ
た
。

　
そ
の
後
、連
絡
が
取
れ
な
く
な
り

ま
す
。

❹
還
付
金
詐
欺
の
電
話

市
役
所
職
員
を
名
乗
り
、「
保

険
料
の
過
払
い
分
を
還
付
し

ま
す
。
書
類
を
送
り
ま
し
た
が

見
ら
れ
ま
し
た
か
。
今
日
が
支

払
期
限
で
す
の
で
、Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

行
っ
て
く
だ
さ
い
」と
誘
導
す

る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
が
振
り
込
ま
れ

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

県
警
の「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」

　

県
内
で
報
告
さ
れ
た
不
審
電
話

メ
ー
ル
の
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

登録は
こちらから

正
し
く
学
ぶ
部
落
差
別
の
問
題

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

正
し
い
こ
と
を
正
し
く
学
ぶ

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、

こ
れ
ま
で
中
止
し
て
い
た
事
業
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、ふ
る
さ
と
懇
談
会
で
す
。
地
域

が
主
体
と
な
り
地
域
の
実
態
や
課
題

に
沿
う
よ
う
、7
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
こ
と

は
、参
加
者
の
人
権
意
識
の
レ
ベ
ル

が
確
か
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ど
う
し
て
な
の
か
考
え
て
み
る
と
、

以
前
に
比
べ
、テ
レ
ビ
を
は
じ
め
と

す
る
メ
デ
ィ
ア（
情
報
を
伝
え
る
た

め
の
も
の
）か
ら
多
く
の
情
報
が
発

信
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
役
に
立
つ
情
報
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、人
を
批
判
す
る
こ
と

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
面
も
数

多
く
見
か
け
ま
す
。
何
が
正
し
く
て
、

何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、迷
う
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、ど
う
す
れ
ば
、正
し
い
こ

と
を
判
断
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

正
解
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
の
中
で
、正
し
い
こ
と
を

正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
、よ
り
よ
い
方

法
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

部
落
史
の
見
直
し

　

市
内
の
小
中
校
で
は
、ど
ん
な
内

容
の
歴
史
学
習
や
社
会
科
学
習
を

し
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、

身
分
制
度
の
解
釈
が
違
っ
て
き
て
い

ま
す
。
6
年
生
の
教
科
書「
新
し
い

社
会
6 
歴
史
編
」（
東
京
書
籍
）で
は
、

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
の
く
ら
し
と
身
分

　
江
戸
時
代
の
社
会
は
、支
配
者
で

あ
る
武
士
を
は
じ
め
、百
姓
や
町
人

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
々

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
中
略
）

　
百
姓
や
町
人
と
は
別
に
厳
し
く

差
別
さ
れ
て
き
た
身
分
の
人
々
は
、

仕
事
や
住
む
場
所
、身
な
り
を
百

姓
や
町
人
と
は
区
別
さ
れ
、村
や

町
の
祭
り
へ
の
参
加
を
こ
ば
ま

れ
る
な
ど
、厳
し
い
差
別
の
も
と

に
お
か
れ
、幕
府
や
藩
も
差
別
を

強
め
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
人
々
は
、

こ
う
し
た
差
別
の
中
で
も
、農
業

や
手
工
業
を
営
み
、芸
能
で
人
々

を
楽
し
ま
せ
、ま
た
、治
安
な
ど
を

担
っ
て
、社
会
を
支
え
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、「
士
」「
農
」「
工
」「
商
」

は
全
て
の
職
業
を
表
す
意
味
で
、身

分
制
度
を
表
す
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
一
般
的
な
考
え
と
な

り
、教
科
書
で
は
扱
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
は「
士
農
工

商
」と
い
う
言
葉
は
小
中
高
校
の
全

て
の
教
科
書
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、百
姓
や
町
人
と
は
別
に
厳

し
く
差
別
さ
れ
て
き
た
身
分
の
人
々

に
つ
い
て
も
、社
会
を
支
え
て
き
た

こ
と
が
表
記
さ
れ
、大
事
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
後
の
家
庭
教
育
や

社
会
教
育
で
学
び
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
、人
権
問
題
解
決
に
向
け
た

ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
最
新
の
も
の
に
更

新
す
る
こ
と
）に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
で
は
、こ
れ

ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
、根
拠
の
な
い
こ
と
だ
っ
た

と
気
付
く
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、正

し
い
理
解
が
正
し
い
行
動
に
つ
な
が

る
の
で
す
。
今
一
度
自
分
を
振
り
返

り
、良
い
一
年
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

17 162024 January広報きくち2024 January広報きくち



問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

　
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定
さ
れ

た
人
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県
民

税
の
申
告
の
際
に
、
税
控
除
を
受
け
る
た

め
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
障
害
者
控
除

対
象
者　
令
和
５
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
（
１
～

５
）
を
受
け
た
65
歳
以
上
で
認
定
調
査
な

ど
に
よ
り
次
の
「
日
常
生
活
自
立
判
定
基

準
」
に
該
当
す
る
人
（
内
容
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
６
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
～
３
級
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
自
立
判
定
基
準

※  

判
断
基
準
は
、
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
判
定
基
準
、
認
知
症
高

齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準

に
基
づ
き
ま
す
。

申
請
方
法　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
に
記
入
・
押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

所
得
税
の
障
害
者
控
除　
納
税
者
自
身
ま

た
は
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
所

得
税
法
上
の
障
害
者
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
は
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金
額

は
、
障
害
者
１
人
に
つ
き
27
万
円
で
す
。

要
介
護
認
定
高
齢
者
の
障
害
者

控
除
・
お
む
つ
代
医
療
費
控
除

特
別
障
害
者
（
１
級
・
２
級
）
に
該
当
す

る
場
合
は
40
万
円
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
の
障
害
者
控
除　
所
得
税
と
同
じ

条
件
で
、
障
害
者
１
人
に
つ
き
26
万
円
、

特
別
障
害
者
（
１
級
・
２
級
）
に
該
当
す

る
場
合
は
30
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
障

害
者
で
合
計
所
得
が
１
３
５
万
円
以
下
の

人
は
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　
要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

の
人
の
場
合
、
令
和
５
年
中
に
作
成
さ
れ

た
日
付
・
寝
た
き
り
度
・
尿
失
禁
の
有
無

が
記
載
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
を
確
認
し

て
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
各
支
所
市
民
生
活
課

区　
分

障
害
者

特
別
障
害
者

認
知
症
度

Ⅲａ 

・
Ⅲ
ｂ

Ⅳ
・
Ｍ

寝
た
き
り
度
Ｂ
１
・
Ｂ
２

Ｃ
１
・
Ｃ
２

小
型
特
殊
自
動
車
は

ナ
ン
バ
ー
登
録
が
必
要
で
す

　
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特

殊
自
動
車
は
、
公
道
走
行
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対

象
で
す
。
所
有
す
る
小
型
特
殊
自
動
車
で

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
な
い
も

の
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
の
種
別

▼
農
耕
作
業
用
車
（
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
乗
用
装
置
の
あ
る
も
の
）
▼
被

け
ん
引
自
動
車（
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
、

償
却
資
産
と
は　
会
社
や
個
人
で
工
場
や

商
店
、農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
う
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の
こ
と
。

申
告
の
内
容　
次
の
事
業
用
資
産
を
持
つ

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改
装
な

ど
）
▼
機
械
・
装
置
（
乾
燥
機
・
太
陽
光

発
電
装
置
な
ど
）
▼
車
両
・
運
搬
具
（
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
自
動
車
税
や
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
を
除
く
）
▼
工

具
器
具
・
備
品
（
机
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　
新
規
事
業
者
ま
た
は
手
元
に
申
告
書
が

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
の
お
願
い

物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
給
付
金

　
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
当
た
り

７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
）

❶ 

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
対
象
と
見
込
ま
れ
る
世
帯
へ
順
次
確
認

書
を
送
付
し
ま
す
。

❷
家
計
急
変
世
帯

　
家
計
が
急
変
し
、
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
。

申
請
期
限　
３
月
29
日
㈮

そ
の
他　
▼
令
和
５
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
人
、
修
正
申
告
で
住
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
た
人
な
ど
、
対
象
者
で
書
類

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
へ

　
親
族
か
ら
の
暴
力
な
ど
を
理
由
に
避
難

し
、
市
内
に
住
所
が
な
い
人
で
も
、
要
件

に
該
当
す
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り
市(

居

住
地)

で
申
請
で
き
ま
す
。

問
●申
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
窓

口
（
福
祉
課
内
）　
☎（
25
）１
２
９
７

な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
関
係

書
類
を
送
付
し
ま
す
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈬

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

市
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
長
期
化
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
、
そ
れ
に
起
因
す
る
物

価
高
の
影
響
に
よ
り
経
費
が
増
大
す
る

中
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
事
業
者
を

支
援
し
ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
要
件　
令
和
5
年
1
月
～
12
月
の
い

ず
れ
か
の
月
で
、
水
道
光
熱
費
の
合
計
が

5
万
円
以
上
か
つ
、
令
和
4
年
同
月
と
比

較
し
て
水
道
光
熱
費
が
10
㌫
以
上
増
加
し

て
い
る
事
業
者

補
助
金
額　

対
象
経
費
に
応
じ
て

１
万
５
千
円
～
15
万
円
を
補
助

受
付
期
間　
１
月
15
日
㈪
～
２
月
16
日
㈮

そ
の
他　
予
算
上
限
に
達
し
た
場
合
、
期

間
内
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
●申
商
工
振
興
課

　
商
工
振
興
係

　
☎（
36
）９
７
２
０

【
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
】

事
業
者
向
け
支
援
策

ホームページ

土
地
台
帳・家
屋
台
帳
の
閲
覧・

交
付
を
廃
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
土
地
台
帳
、
家
屋

台
帳
を
整
備
し
、
閲
覧
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
3
月
31
日
㈰
を
も
っ
て
廃
止
し

ま
す
。

　
今
後
は
市
内
の
土
地
や
家
屋
の
登
記
情

報
を
取
得
す
る
場
合
、
熊
本
地
方
法
務
局

阿
蘇
大
津
支
局
ま
た
は
登
記
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

簡
易
健
診
の
お
知
ら
せ

　
よ
り
多
く
の
人
に
健
診
を
受
け
て
も
ら

う
た
め
に
簡
易
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
1
月
31
日
㈬

健
診
場
所　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合 

菊

池
広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
内
容　
▼
生
活
習
慣
病
健
診
▼
特
定

健
診
▼
後
期
高
齢
者
健
診
▼
結
核
検
診
▼

▼
肺
が
ん
検
診
▼
腹
部
超
音
波
検
査
▼
乳

が
ん
検
診
（
超
音
波
）

ホームページ

　
泉
ヶ
丘
新
庁
舎
が
令
和
5
年
12
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
２
月
１
日
㈭

か
ら
は
桜
消
防
署
に
名
称
を
変
更
し
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
た

め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
地

域
防
災
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

問
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
桜
消
防
署

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）４
７
３
１

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

新
庁
舎
完
成
の
お
知
ら
せ

産
前
産
後
期
間
の

国
民
健
康
保
険
税
の
免
除

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、
次
世
代
育

成
支
援
な
ど
の
観
点
か
ら
出
産
予
定
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保
険

税
を
免
除
し
ま
す
。

対
象
者　
菊
池
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
で
、
令
和
5
年
11
月
以
降
に
出
産
予

定
ま
た
は
出
産
し
た
人

免
除
保
険
税
額　
出
産
す
る
人
の
「
所
得

割
」
と
「
均
等
割
」
の
う
ち
、
対
象
期
間

分
の
税
額
を
免
除

申
請
時
期　
出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か

ら
申
請
可
能

問
●申
保
険
年
金
課　
☎（
25
）７
２
１
８

水
利
施
設
電
気
料
金
高
騰

対
策
支
援
事
業

　
電
気
料
金
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

い
る
農
業
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
複

数
の
農
業
者
で
構
成
す
る
団
体
が
管
理
す

る
農
業
水
利
施
設
の
電
気
料
金
高
騰
分
に

対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
1
月
31
日
㈬

問
●申
農
林
整
備
課
農
地
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
２
２

※
特
定
健
診
は
国
民
健
康

　
保
険
の
人
の
み

問
●申
菊
池
養
生
園

　
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

 

【問い合わせ先】
保険年金課国民健康保険係
☎（25）7218

口座振替を利用している人は、
1月25日㈭に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

1月の「税」の納期限
1月31日㈬
国民健康保険税

第7期

農
業
の
在
り
方
を
考
え
る

地
域
計
画
と
農
地
バ
ン
ク

　
市
で
は
、
農
地
を
次
の
世
代
に
着
実
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
地
域
の
話
し
合
い
を
も

と
に
、
将
来
の
農
業
の
在
り
方
や
10
年
後

の
耕
作
者
を
示
し
た
目
標
地
図
を
定
め
る

「
地
域
計
画
」
を
令
和
6
年
度
ま
で
に
策

定
し
ま
す
。
各
地
域
で
順
次
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、案
内
が
あ
っ
た
場
合
は
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
の
貸
し
借
り
は
法
律
に
基

づ
く
手
続
き
が
必
要
で
す
。
県
農
業
公
社

が
運
営
す
る
農
地
バ
ン
ク
で
は
、
農
地
の

貸
し
借
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
農
地
が
所
在
す
る
市
町
村
農
業
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
地
・
担
い
手
支
援
課

　
☎
0
９
６（
３
３
３
）２
３
７
６

ス
プ
レ
ー
ヤ
な
ど
）
▼
そ
の
他
の
小
型
特

殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ

ル
ロ
ー
ダ
な
ど
）

登
録
に
必
要
な
も
の

▼
車
種
、
車
名
（
メ
ー
カ
ー
名
）・
型
式
、

車
体
番
号
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

問
●申
税
務
課
市
民
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
6
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

募
集

相
談

試
験
の
種
類　
甲
種
・
乙
種

試
験
日　
３
月
17
日
㈰

試
験
地　
熊
本
市

受
付
期
間　

▼ 

書
面
申
請　
1
月
12
日
㈮
～
19
日
㈮

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

菊
池
広
域
連
合
が
令
和
５・
６
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
・
業
務
委
託
・
物
品
・

役
務
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

の
指
名
願
い
を
追
加
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　
２
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭

問
●申
菊
池
広
域
連
合

　
事
務
局
総
務
課

　
☎（
38
）０
１
７
１

菊
池
広
域
連
合

指
名
願
い
追
加
受
け
付
け

ホームページ

対
象
者　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
持
つ

個
人
ま
た
は
法
人
で
代
表
者
が
市
内
に
住

民
登
録
し
て
い
る
人
。
申
請
す
る
業
種
に

関
す
る
免
許
・
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、10
年
以
上
の
経
験
年
数
が
必
要
で
す
。

対
象
工
事　
契
約
金
額
50
万
円
以
下

対
象
物
品
・
委
託　
契
約
金
額
30
万
円
以

下申
請
書
な
ど
の
設
置
場
所　
財
政
課
契
約

検
査
係
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先　
財
政
課
契
約
検
査
係

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
４
時 

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

有
効
期
限　

　
４
月
１
日
㈪
～
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

問
●申
財
政
課
契
約
検
査
係

　
☎（
25
）２
０
１
６

「
小
規
模
工
事
等
」「
物
品・委
託

等
」契
約
希
望
者
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集

案　
件　
❶
第
4
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
❷
第
3
期
菊
池

市
障
が
い
者
計
画
❸
第
7
期
菊
池
市
障
が

い
福
祉
計
画
・
第
3
期
菊
池
市
障
が
い
児

福
祉
計
画
❹
第
9
期
菊
池
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画

閲
覧
場
所　
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
各
担

当
課
窓
口
▼
各
支
所
市
民
生
活
課

募
集
期
間　
１
月
18
日
㈭
～
２
月
16
日
㈮

応
募
方
法　
所
定
の
様
式
に
氏
名
（
団
体

儲
か
る
農
業
を
支
援
し
ま
す

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
加
工
食
品
の
商
品
開
発
や
情
報
発
信
な

ど
「
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
し
、
儲

か
る
農
業
の
確
立
を
目
指
す
活
動
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業　
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
農

産
物
栽
培
地
の
土
壌
分
析
、
農
産
物
お
よ

び
開
発
商
品
の
成
分
分
析
を
行
う
取
り
組

み
▼
新
商
品
開
発
の
た
め
の
機
械
器
具
導

入
を
行
う
取
り
組
み
▼
開
発
商
品
の
パ
ッ

納
付
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関
や
郵
便
局
に

市
税
や
保
険
料
な
ど
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
の
た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
25
日
㈭
～
31
日
㈬

　
　
　
　
～
午
後
８
時　

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
債
権
管
理
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
債
権
管
理
課
徴
収
・
相
談
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

納
付
相
談
夜
間
窓
口
が
４
月

か
ら
予
約
制
に
変
わ
り
ま
す

　
納
付
相
談
夜
間
窓
口
は
、
4
月
か
ら
毎

月
25
日
～
月
末
の
期
間
中
に
予
約
（
前
日

申し込み
フォーム

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
介
護
を
し
て
い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ

分
か
り
合
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

と　
き　
１
月
24
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
脳
活
性
化
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
座

談
会
な
ど

問
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
さ
れ
た
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど

は
、
現
場
を
確
認
し
応
急
処
置
や
補
修
を

行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

せ
ん
定
・
伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
せ
ん
定
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
支
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

せ
ん
定
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
海
産
物
の
電
話
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
一
部

の
国
・
地
域
に
よ
る
日
本
産
の
海
産
物
の

輸
入
規
制
強
化
に
関
連
し
た
勧
誘
ト
ー
ク

（
困
っ
て
い
る
の
で
支
援
し
て
ほ
し
い
）

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断

り
、
商
品
が
届
い
た
と
き
は
受
け
取
り
を

拒
否
し
て
代
金
を
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
県
消
費
生
活
課

　
☎
０
９
６（
3
８
３
）０
９
９
９

　
市
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎（
36
）９
４
５
０

の
場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、
各

担
当
課
へ
持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
、
投
稿
フ
ォ
ー
ム
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

問
●申
❶
福
祉
課
福
祉
係

　
❷
❸
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）7
２
１
３　
Ⓕ（
25
）５
１
６
６

　
Ⓜfukushi@

city.kikuchi.lg.jp

　
❹
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）7
２
１
６　
Ⓕ（
25
）１
５
２
２

　
Ⓜikigai@

city.kikuchi.lg.jp

ま
で
）
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
開
設
し
ま

す
。
夜
間
窓
口
で
は
納
付
相
談
の
み
対
応

し
ま
す
。
市
税
や
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
も
し
く

は
お
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
債
権
管
理
課

　
徴
収
・
相
談
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

　
専
門
の
医
師
や
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
23
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期
は
、
輸

血
用
血
液
が
不
足
し
や
す
い
季
節
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
１
月
～
２
月
の
２
カ

月
間
、「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
に
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
献
血
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
若
い
人
で
献
血
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
は
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

献血推進キャラクター
けんけつちゃん

献血のご協力を
お願いします

※
㈯
㈰
を
除
く

▼ 

電
子
申
請　
1
月
９
日
㈫
午
前
９
時
～

19
日
㈮
午
後
５
時

※ 

詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

願
書
配
置
場
所　
受
験
願
書
・
試
験
案
内

な
ど
は
、（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県

内
各
消
防
本
部
、
県
総
務
部
市
町
村
・
税

務
局
消
防
保
安
課
に
配
置

問
●申（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

動
物
か
ら
感
染
す
る

病
気
に
注
意
を

　
動
物
か
ら
人
に
感
染
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
が
あ
り
、
健
康
な
動
物
で
も
病
原
体

を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感

染
を
予
防
す
る
た
め
に
、
過
剰
な
ふ
れ
あ

い
は
控
え
、
動
物
に
触
れ
た
ら
手
洗
い
・

消
毒
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
寄
生
虫
の
駆

除
や
定
期
的
な
健
診
を
受
け
る
な
ど
、
日

常
の
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
５

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

科　
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー

ビ
ス
科
、生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ

ス
科
、
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科
、
電
気

設
備
施
工
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科

募
集
期
限　
１
月
４
日
㈭
～
25
日
㈭

訓
練
期
間　
３
月
1
日
㈮
～
８
月
下
旬
ま

た
は
９
月
下
旬

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
す
る
取
り
組
み

▼
情
報
発
信
お
よ
び
販
売
促
進
の
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
取
り
組
み

対
象
者　
▼
本
市
に
住
所
が
あ
る
一
経
営

体
の
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者

組
織
▼
本
市
に
事
業
所
を
持
つ
加
工
・
販

売
事
業
所

補
助
額　
上
限
25
万
円（
予
算
の
範
囲
内
）

補
助
率　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

募
集
期
限　
２
月
16
日
㈮

応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
に
あ
る
事
業
計
画
書
に
記

入
し
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
▼
既
存
商
品
の
改
良
（
パ
ッ
ケ

ー
ジ
変
更
な
ど
）、
既
に
事
業
が
完
了
し

て
い
る
場
合
は
補
助
対
象
外
▼
年
度
内
で

の
事
業
開
始
、
事
業
完
了
が
条
件
で
す
。

問
●申
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６
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講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

自
宅
に
あ
る
タ
オ
ル
で
、
有
酸
素
運

市
民
講
座
受
講
生
募
集

申し込み
フォーム

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
で
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
座
修
了
者
に

は
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し

ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
20
日
㈫ 

午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階
２
０
４
会
議
室

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

1
月
の
内
容

11
日
㈭　
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

18
日
㈭　
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム（
先
着
5
組
）

25
日
㈭　
オ
ニ
の
手
型
ア
ー
ト

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
菊
池
高
校
西
側
の
「
わ
い
ふ
一
番
館
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
1
月
の
展
示
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
人
吉
写
真
展
「
彩
輝
道
」

　
3
月
に
引
退
を
迎
え
る
Ｓ
Ｌ
人
吉
の
写

真
展
で
す
。

と　
き　
～
１
月
21
日
㈰ 

午
後
4
時

着
物
リ
メ
イ
ク
＆
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
小
物
展

　
日
本
古
来
の
和
服
を
、
今
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
に
洋
服
や
小
物
に
リ
メ
イ
ク
し

ま
し
た
。

と　
き　
1
月
23
日
㈫ 

正
午

　
　
　
　
～
2
月
４
日
㈰ 

午
後
3
時

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

わ
い
ふ
一
番
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

申し込み
フォーム

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
1
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

「
第
19
回
夫
婦
の
絵
手
紙
コ
ン

ク
ー
ル
」作
品
展
示

　

19
回
目
を
迎
え
た
今
回
、
1
3
5
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
、

菊
池
観
光
交
流
館
で
展
示
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
～
1
月
10
日
㈬

と
こ
ろ　
菊
池
観
光
交
流
館

問
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
約

４
５
０
人
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
に
合
っ
た
時
間
で
、
や
り
た

い
仕
事
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
1
月
11
日
㈭
、
25
日
㈭ 

午
後

２
時
～　
1
月
21
日
㈰ 

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
60
歳
以
上
の
健
康
な
人

問
●申（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）３
６
３
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

 

問
●申
高
齢
支
援
課

　
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

　
今
年
の
8
月
か
ら
、
伝
統
あ
る
菊
池
松

囃
子
能
場
を
舞
台
に
伝
統
や
歴
史
、
食
を

楽
し
む
「
菊
池
の
し
ら
べ
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
回
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
能
舞

台
で
の
伝
統
芸
能
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

と　
き　
1
月
27
日
㈯ 

午
後
1
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
松
囃
子
能
場

※
当
初
お
知
ら
せ
し
て
い
た
時
間
・
場　

　
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

問
観
光
振
興
課
菊
池

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　
☎（
25
）７
２
６
７

菊
池
の
し
ら
べ
２
０
２
３

～
伝
統・歴
史・食
を
楽
し
む
～

マチイロとはいつでもどこでも広報紙を読む
ことができるスマートフォン用無料アプリです。
Ⓗ https://machiiro.town/

 ↑マチイロ
 ホームページ 

　今年新しく改正された新 NISA の仕組みや、話題の
iDeCo の初歩から、初心者でも始めやすい資産運用の
基礎知識を学べるセミナーです。家計を預かるお母さん
から年配の方まで、聞いて損なしの耳より情報が満載！
と　き　1月27日㈯・28日㈰
　　　　午前10時～11時30分
ところ　中央公民館（キクロス２階）
参加費　無料
問●申㈱ライフプラザパートナーズ（三

み

良
よし

）
☎096(325)7810　☎080(3725)2471

初心者のための無料マネーセミナー

　3カ月ごとのスポーツ教室の新クールが、1月から始ま
ります。バドミントン(大人・こども)や卓球、フットサルな
ど、初心者の方にも丁寧に教えます。
　時間や参加費など、内容の詳細はホームページやイン
スタグラムなどでお知らせしています。気軽にお問い合
わせください。

ところ　菊池市総合体育館
問●申菊池市総合体育館 ☎0968(25)3001

菊池市総合体育館
各種スポーツ教室 新クールがスタート！

市民の広場
※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください

こちらから
申し込みできます

➡

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

掲載申し込み
フォーム⇒

　採用担当者と直接話ができる相談会です。未経験の
方も大丈夫です。女性やシニアも警備業で活躍できます。
服装自由、予約不要、履歴書不要。雇用保険受給中の方
は、求職活動実績になります。
と　き　1月23日㈫・2月21日㈬ 午前10時～11時30分
ところ　ハローワーク菊池
参加費　無料
主　催　（一社）熊本県警備業協会
共　催　菊池公共職業安定所、熊本労働局
問（一社）熊本県警備業協会 ☎096（381）2016

警備の仕事 就職相談会
in ハローワーク菊池

　マルチ脳トレを活用して脳と脚腰のトレーニ
ング！ 認知症や転倒の予防に良く、年齢問わず
心身のバランスや敏しょう性が良くなります。
と　き　第1・3・5㈬ 午後１時～３時
ところ　七城公民館 和室
講　師　スクエアステップ協会公認指導員
参加費　1,000円／回（空調費100円）
その他　 運動しやすい軽装で、マスク、タオ

ル、飲料水をご持参ください
問●申山

やま

田
だ

 ☎090(1515)8035

脳と身体と姿勢と歩き方の健康に！
SSEスクエアステップ健康倶楽部

ホームぺージ インスタグラム

　楽しいイベントや教室のお知らせなど、皆さんが知ら
せたいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、
掲載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文 字 数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　 申し込みフォーム、または申込書を市長公室

広報交流係へ提出
問●申市長公室広報交流係
☎0968（25）7252　Ⓕ0968（25）１１１３

市民の広場への投稿を募集しています

　メモリーグラスの大ヒットでおなじみの、堀江淳さんの
ライブを菊池市で開催します。あの優しい歌声を弾き語
りライブで堪能しませんか。
と　き　2月4日㈰  開場午後1時30分　開演午後2時　
ところ　菊池市文化会館小ホール
参加費　全席自由　前売3,000円 当日3,500円　
チケット販売所　望月旅館、朝カフェミラクルショップ、
Linc.base、くらだけカレー、市文化会館

問ヤマダミュージック　☎080（8563）9891

シンガーソングライター堀
ほり

江
え

淳
じゅん

ライブコンサート

動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
簡
単
に
で
き
る

運
動
で
、
足
の
先
か
ら
頭
の
先
ま
で
使
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
機
会
に
長
く
安
心
し
て
働
き
続
け

る
体
作
り
に
つ
な
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
9
日
㈮ 

　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
軽
運
動
室

講　
師　
渡わ

た
　
な
べ邉
ゆ
か
り
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

定　
員　
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
も
し
く
は

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

託　
児　
１
歳
以
上
未
就
学
児（
要
予
約
）

申
込
期
限　
１
月
26
日
㈮

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓕ（
25
）５
７
２
０ 
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【問い合わせ先】 
菊池高校
☎0968（25）3175

市内３高校の魅力を伝えます！

　

11
月
号
で
も
紹
介
し
た
、「
菊
高
ジ
ャ
ッ

ク
」
の
商
業
科
の
取
り
組
み「
ス
ク
ー
ル

婚
活
」
で
、
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
婚
活
は
人
口
減
少
や
少
子
化

と
い
っ
た
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
高
校
生
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

始
ま
り
、昨
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

１
年
目
か
ら
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

荒あ
ら

木き

直な
お

美み

さ
ん
の
指
導
の
下
、参
加
者
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、生

徒
た
ち
は
毎
年
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
え
な

が
ら
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
解
き
マ
ッ
チ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
男
女

の
仲
を
深
め
て
い
く
内
容
で
し
た
。　

　

参
加
者
か
ら
は「
高
校
生
の
考
え
た
企

画
が
楽
し
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
し
た

が
、お
も
て
な
し
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

楽
し
め
ま
し
た
」と
う
れ
し
い
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
出
会
い
を
探
し
て
い
る
人
は
、

来
年
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
３
日
に
行
わ
れ
た
城
山
の
日
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
１
４
８
人
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
取
り
組
み
は
、日
頃
か
ら
生
徒
た

ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
菊
池
市
ふ

る
さ
と
創
生
市
民
広
場
周
辺
を
中
心
に
清

掃
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
校
は
、御
所
通
り
の
皆
さ
ん
や
市
に

協
力
し
て
も
ら
い
、「
菊
高
ジ
ャ
ッ
ク
」と

い
っ
た
学
校
行
事
を
無
事
に
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
校
育

友
会
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、

親
子
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
３
年
生
の
松ま

つ

岡お
か

紗さ

那な

さ
ん
は
、

「
３
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
菊
池
市
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
使
っ
て
い
る
場
所
が
き
れ
い
に
な
っ

て
、
爽
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

食
を
取
っ
た
り
し
、ク
ラ
ス
の
団
結
力
も

高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら

達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

育
友
会
林
の
近
く
を
通
っ
た
際
は
、本

校
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

　

本
校
で
は
、「
菊
池
高
校
育
友
会
林
」を

活
用
し
、菊
池
少
年
自
然
の
家
の
西
南
一

帯
で
、ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
育
て
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
育
友
会
と
卒
業
生
の
皆

さ
ん
が
整
備
さ
れ
、今
で
も
美
し
い
森
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、本
校
の
校
舎

の
木
造
の
部
分
に
は
、こ
こ
で
育
っ
た
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、生
徒

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

育
友
会
林
で
は
、毎
年
１
年
生
が
11
月

に「
育
友
会
林
体
験
学
習
」を
実
施
し
、環

境
保
全
の
手
伝
い
を
行
い
、管
理
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
11
月
１
日
に
、
１

年
生
が
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、菊
池
森

林
組
合
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、植
樹

や
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ベ
ン
チ
と
校
訓「
汗
と

夢
」の
看
板
作
成
班
と
植
樹
班
に
分
か
れ

て
作
業
。
日
頃
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
林
業
に
触
れ
た
り
、大
自
然
の
中
で
昼

４組が成立しました

告白タイム

初めて植樹を体験しました

148人の生徒が清掃ボランティアに参加しましたグランド周辺を清掃

校訓「汗と夢」の看板づくり

完成した看板は
菊池高校の各教室に

設置予定です

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

　５年生を対象に防災教室が行われました。キクロ
スカレッジの防災マイスター講座を受講した６人の
受講者から、防災について話を聞きました。児童か
らは、「避難所では、あいさつや声掛けをすると、み
んなが元気になると分かったので、日常生活でも生
かしていきたいです」といった感想がありました。

11月18日
災学習で、もしも！に備える防

隈府小学校

災害対応カードゲーム教材のクロスロードゲームをしながら防災
について学習。今後は防災マップ作成に取り組んでいく予定です

　４年生は福祉について学ぶ中で「福祉体験」を行っ
ています。社会福祉協議会や福祉教育サポーター
を講師に招き、車いす体験や高齢者疑似体験を行
いました。児童からは「車いすは坂や段差がちょっ
と怖かった」という感想がありました。障がい者や
高齢者の生活を少しだけ知ることができました。

11月21日
いやりの心を持って。福祉体験思

七城小学校

体験して初めて知ったことがたくさんありました。さまざまな活動
を通して相手のことを知り、思いやりの心を育んでいきたいです

　本校では、たくさんの地域の皆さんに、ゲスト
ティーチャーとして授業に参加してもらっています。
11月のオープンスクールでは、読み聞かせの会「ワ
ンダーぶんこ」と保護者の皆さんと、25周年記念
感謝祭を開催。毎回新たな発見がいくつもあり、児
童たちの目が輝く、素敵な時間を過ごしています。

11月2日
域の皆さんと学び続けて地

泗水東小学校

㊧サツマイモの苗を地域の皆さんと一緒に植えました ㊨さまざま
な工夫を凝らした読み聞かせに会場が盛り上がりました

菊池南中学校
ども服のリユース＆観光ガイド子 11月12日

㊤250着の子ども服が集まりま
した。ご協力ありがとうござい
ました ㊨甲冑や女官姿で観光
案内。生徒たちは、来場者の皆
さんの前でしっかりと発表して
くれました

　市ふるさと創生市民広場で「ＳＤＧｓフェスティバ
ル」が開催され、本校も生徒会執行部と環境委員会
の呼びかけで子ども服を回収し、提供しました。同
会場では「菊人形・菊まつり」が開催中で、地域活動
委員会と有志のメンバーが、菊人形・菊まつり観光
案内ボランティアとして、一日ガイドをしました。

泗水中学校
池農業高校生と苗植え体験菊 11月24日

本事業を主催している県の職員と委託業者も来校。生徒たちは菊
農生に教えてもらいながらハボタンやパンジーの苗を植えました

　県が主催する未来の新規就農者掘り出し事業「出
前講座」の一環で、菊池農業高校生と本校生徒会
の生徒が花の苗植えを行いました。寒空の中でし
たが、本校の卒業生でもある菊農生と楽しく交流す
ることができました。このような体験を通じて、農
業の魅力が多方面に広がっていくことを願います。

vol.113
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

巻誠一郎さん㊨。九州・熊本の少年サッカーの発展とレベル向上や海
外・県外チームとの交流を目的に、12歳以下を対象に開催されます

　NPO 法人ユアアクションクマモトが主催する少年サッカー
国際大会の開催が、来年４月に大津町と本市で予定されて
います。報告のため、元サッカー日本代表で同法人理事長
の巻

まき

誠
せい

一
いち

郎
ろう

さんが市役所を訪問し、意気込みを語りました。

少年サッカー発展のために
10月31日　少年サッカー国際大会

　10月27日に泗水ホールで4支部合同開会式・前夜祭が行
われた後、10月27日～29日に泗水支部、11月2日・3日に
旭志支部、4日・5日に七城支部と菊池支部が、各会場で大
勢の観客が見守る中、日頃の研さんの成果を披露しました。

菊池

旭志

七城

泗水

市民が日頃の成果を発表
10月27日～　令和5年度菊池市文化祭

食品衛生優良施設に選ばれた原口製菓㈱の小
こ

出
いで

真
ま

紀
き

さん㊨と、食
品衛生功労者に選ばれた芳賀祐司さん㊧

　原口製菓㈱とついんスターの芳
は

賀
が

祐
ゆう

司
じ

代表取締役が「令
和５年度食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰」を受賞。報
告のため市役所を訪れました。これは食品衛生について顕著
な功績があった人や優良施設などを表彰しているものです。

食品衛生に改善・向上に尽力
11月1日  食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰

当日は早朝から127人が参加。河川沿いを歩きながら、約10㌔の
ごみを拾い集めました

　私たち一人一人が県の宝である水資源を守り抜くという
意識を高めるため、平成14年度から川辺の県下一斉清掃活
動に取り組んでいます。今回、本市では泗水東小学校周辺
の合志川と日向川沿いで清掃活動を実施しました。

きれいな川や海を次世代へ
10月29日　くまもと・みんなの川と海づくりデー

豊潤橋は車両交通を支えるだけでなく、橋の下にはパイプラインが
設けられ、農業用水を供給する役割も担っています。放水は菊池台
地用水土地改良区が毎年、稲刈りを終えた時期に実施しています

　重味地区の菊池川に架かる豊潤橋で年に1度の放水があ
り、落差38メートルの壮大な水のアーチが市内外から訪れ
た約100人を楽しませました。見学者は「想像以上に迫力が
あって驚いた」と話していました。

緑の中での放水と虹に感動
11月4日　豊潤橋放水見学会

寄付金は子どもたちの読書活動推進のため、書籍の購入に活用する
予定です

　日本電子材料株式会社（兵庫県）の大
おお

久
く

保
ぼ

和
かず

正
まさ

代表取
締役会長が、昨年に引き続き市へ寄付金を贈呈。同社は
1985年、旧七城町に熊本事業所を設立。大久保さんは「地
域への感謝を寄付という形で貢献したい」と話しました。

子どもの教育のために役立てて
11月１日　日本電子材料株式会社

九州管内のグループ社員約200人が参加。本活動も14年目を迎え、
今年の4月に植樹を行った箇所の下刈り作業を行いました

　四季の里旭志周辺の市有林「西部の森きくち」で西部電
気工業㈱（坂

さか

口
ぐち

隆
たか

冨
ふ

美
み

代表取締役社長）のグループ関係者
らが第14回の下刈り作業を実施。同社と本市は、協働の森
づくり協定を締結し、年2回活動が行われています。

西部の森きくちで下刈り作業を実施
10月28日　西部電気工業株式会社

感謝祭には約200人の児童と保護者が集まり、読み聞かせを２作品、
歌を１作品披露。子どもたちは楽しそうに聞いていました

　「ワンダーぶんこ」（内
うち

野
の

さと恵
え

代表）が活動25年を迎え、
泗水東小学校で感謝祭を開催。ワンダーぶんこは子どもた
ちが本に親しんでもらうことを目的に地元の有志で結成し、
毎週火曜日に学校で本の読み聞かせを行っています。

ワンダーぶんこ25周年記念感謝祭
11月2日　泗水東小学校

フランス発祥のペタンクは、木製のビュット（目標球）に金属製のブー
ル（ボール）を投げ合って、得点を競うスポーツです

　県民総合運動公園スポーツ広場で「第7回くまもと障がい
者ペタンク大会」が開催され、市からは3チーム・9人が参加
しました。大会では巧みなコントロールで得点を獲得。惜し
くも入賞は逃しましたが、白熱した試合となりました。

秋空の下、心地よい汗を流す
9月22日　第７回くまもと障がい者ペタンク大会

発表会の後半には、生徒有志によるバンド演奏も披露。生徒、保護
者、地域住民と一緒に盛り上がりました

　旭志中学校の3年生が地域住民から「円通寺太鼓」「湯舟
神楽」など、３カ月にわたって伝統芸能の手ほどきを受け、学
習発表会で披露。「ふるさと再発見」をテーマに保護者、地
域住民の前で練習の成果を発表しました。

ふるさとの魅力を再発見
11月10日　旭志中学校

同財団は東京応化工業株式会社の創始者が設立。現在、東京応化
工業株式会社は市内に新工場を建設しています

　東京応化科学技術振興財団が市内の小中学校や図書館、
放課後児童育成クラブに図書を寄贈。菊池南中と菊池北
中校区の小学５・６年生を対象に、同財団の理事長で東京理
科大学栄誉教授の藤

ふじ

嶋
しま

昭
あきら

さんによる講演も行われました。

科学関連の図書703冊を寄贈
10月26日　理科好きっ子、たくさん育って！

菊
きく

永
なが

光
こう

作
さく

組合長は「食味会を通して生産者全体のレベルが上がって
いる。今後もこの取り組みを続けていきたい」と話しました

　レンゲで優しい米作りを行っている加恵営農改善組合が
加恵区公民館で「第10回加恵の米食味会」を開催。食味審
査の後にはビンゴ大会が行われ、昼食では新米のおにぎり
や手作りののっぺ汁が多くの来場者に振る舞われました。

おいしいよ！ 恵を加える「加恵の米」
10月29日  収穫感謝祭「第10回加恵の米食味会」

各会場では、作品展示や茶道の御手前、子ども生け花体験などの他、
舞台では吹奏楽やコーラスなどが披露されました
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

日頃の清掃では手の届かないような箇所まできれいにしてもらい、
トイレがきれいになりました。ありがとうございました

　県建築協会に所属する㈱緒方建設、三和建設㈱、㈱生田
工務店の皆さんが公園や広場などのトイレ清掃を実施。11
月11日の「公共建築の日」に併せて同協会では「ボランティ
アを行う建築の日」とし、ボランティア活動を行っています。

日頃手の届かない箇所まできれいに
11月11日　ボランティアを行う建築の日

㊧から船津さん、城下さん、荒巻さん、荒
あら

木
き

真
ま

紀
き

子
こ

校長

　菊池女子高校の城
しろ

下
した

遙
はる

花
か

さんが福祉を学ぶ高校生の体
験発表で最優秀賞の文部大臣賞を受賞。「全日本きもの着
付け選手権全国大会」では、荒

あら

巻
まき

こはるさん、船
ふな

津
つ

理
り

子
こ

さん
が特別賞を受賞し、報告のため市役所を訪れました。

菊池女子高校の3人が好成績
11月21日　菊池女子高校

坂
さか

本
もと

里
さと

美
み

代表（下段㊧）は「受賞をきっかけに旭志小をもっと盛りあ
げていきたいです」と話しました

　読み聞かせグループ「お話のクレヨン」が令和5年度県優
良読書グループ表彰を受けました。同グループは、旭志小
の保護者有志で結成。平成19年から同小で朝の読み聞か
せをしています。

おはなしの世界を楽しんでほしい
11月16日　県優良読書グループ表彰

碇野さん（左から２番目）は、菊池郡市薬剤師会の名誉会長就任後、
現在も学校薬剤師として活躍されています

　碇
いかり

野
の

孝
たか

之
ゆき

さん（北原）が、学校保健および学校安全表彰を
受賞し、報告のため市役所を訪問しました。同賞は学校保健
および学校安全の普及と向上に尽力し、多大な成果をあげ
た個人、学校および団体に文部科学大臣が表彰するものです。

学校薬剤師の碇
いかり

野
の

孝
たか

之
ゆき

さんが受賞
11月29日　学校保健及び学校安全表彰

㊧から岩
いわ

坂
さか

大
だい

輔
すけ

先生、川
かわ

上
かみ

侑
ゆう

真
ま

さん、渡
わた

辺
なべ

悠
ゆう

慎
しん

さん、上
うえ

田
だ

渓
けい

人
と

さん

　菊池農業高等学校 SDGs 研究班が「肥後の水とみどりの
愛護賞」で「教育機関の部」を受賞。竹の利用を促進するこ
とで、誰もが安心して生活できる持続可能な地域づくりの
取り組みが高く評価されました。

菊池農業高等学校が受賞
11月20日　肥後の水とみどりの愛護賞

毎年、「城山の日」と称して清掃ボランティア活動を行っています

　毎年開催している秋の「城山の日」清掃活動を実施しまし
た。菊池公園や市民広場一帯を1時間半かけて約５００人で
清掃。ごみ拾いや落ち葉掃き、カズラ取りなどを行い、早朝
から額に汗を流しました。

菊池公園や市民広場一帯をきれいに
12月３日　秋の「城山の日」ボランティア

㈱らくのう運輸の赤
あか

星
ほし

孝
たか

之
ゆき

専務取締役㊥。プラチナ賞は３年間にわ
たり顕著な成果を挙げた事業所に贈られる最高の賞です

　㈱らくのう運輸が優秀安全運転事業所プラチナ賞を受賞
し、菊池警察署で伝達式が行われました。本表彰は安全運
転管理を積極的に推進している事業所に、自動車安全運転
センターと警察本部長が連名で顕彰するものです。

㈱らくのう運輸がプラチナ賞を受賞
11月14日　優秀安全運転事業所表彰

同会の小
お

山
さ

内
ない

稔
みのる

代表は「戦争を体験した人が亡くなっている中、戦
争の悲惨さを後世に伝えるために活動を続けたい」と語りました

　「花房（菊池）飛行場の戦争遺産を未来につたえる会」が戦
争遺跡を巡るフットパスを開催。泗水町にはかつて太平洋
戦争末期に特攻機の中継基地になった旧陸軍菊池飛行場が
ありました。今も戦争の痕跡や関連施設の跡が残っています。

飛行場跡地を歩きながら、平和を願う
11月18日　平和を考える健康フットパスinしすい

緒方啓一さん・重
しげ

子
こ

さんご夫婦。種駒の生産休止から約８年の歳月
を経て復活した「椎茸204」は「黒香」としてブランド化されています

　同賞は都道府県知事に推薦された優良林業経営体から特
に優れた人や団体を表彰するものです。緒方さんは平成８年
に「原木椎茸こだわり会」を結成し、「椎茸204」を復活。椎茸
産業の振興や林業者の育成など、献身的に活動されています。

緒
お

方
がた

啓
けい

一
いち

さん（穴川）が受賞
11月29日 全国林業経営推奨行事「林野庁長官賞」

当日は菊池高生が中心となってペイントしたアートバスの完成披露
会も行われました

　NPO 法人「菊池まちづくり千年の風」が主催するアート
イベント「ハミダス美術館」が市生涯学習センターキクロス
で開催され、県内外のアーティスト26人が参加。多くの来
場者でにぎわいました。

キクロスをアートで彩る
12月１０日　ハミダス美術館

横
よこ

田
た

勇
いさむ

代表は「住んでいる地域を知って、もっと地元を好きになっ
てほしい」と話しました

　地元の農業グループ「菊池松島集落協定」が世界かんが
い施設遺産に認定された「原井手」に関する学習会を開催。
旧河原小学校校区に住む親子15人が参加し、先人たちが残
した遺跡を学びました。

原井手の歴史を後世に
12月３日　菊池松島集落協定

1位を記念して「立ち寄り湯無料キャンペーン」（～１月31日㈬）を実
施します。対象施設は望月旅館、城乃井旅館、栄屋旅館、宝来館、清
流荘、菊池グランドホテル、笹乃家です。利用可能日・時間は各施設
へお問い合わせください。入浴の際は本紙のおトクーポンをご持参
ください。 問菊池観光協会☎0968（25）0513

　「温泉で元気に！温泉を元気に！」が合言葉の温泉地活性化
プロジェクト「温泉総選挙 ®」で、歴史文化部門にエントリー
した菊池温泉が1位に輝きました。今年、温泉湧出70周年
を迎える菊池温泉をこれからも応援よろしくお願いします。

菊池温泉が歴史・文化部門で1位
11月28日　温泉総選挙 ®2023

29 282024 January広報きくち2024 January広報きくち



市長からのメッセージ

江頭  実vol.117

◆
生
涯
学
習
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
今
日
、多
く
の

自
治
体
で
市
民
大
学
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
の
キ
ク
ロ
ス
カ
レ
ッ
ジ
は
か
な
り
異
色
で
す
。

単
な
る
教
養
講
座
で
は
な
く
、市
の
課
題
解
決
の
た

め
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
◆
昨
年

３
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
、２
年
目
の
今
年
は
①
防

災
士
②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
③
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
キ
ビ

ス
ト（
公
文
書
員
）④
花
・
緑
化
推
進
⑤
国
際
交
流
の

全
５
コ
ー
ス
に
拡
充
。
７
カ
月
間
14
回
に
及
ぶ
講

義
は
大
学
教
授
や
専
門
家
に
よ
る
本
格
的
で
高
密

度
の
内
容
で
、先
日
31
人
の
受
講
者
が
修
了
し
ま
し

た
。
◆
希
望
者
は
こ
の
後
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、

各
区
や
諸
団
体
か
ら
中
央
公
民
館
に
依
頼
が
あ
れ
ば
、

こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
講
師
や
指
導
者
と
し

て
派
遣
さ
れ
、派
遣
先
か
ら
一
定
の
報
酬
も
支
払
わ

れ
ま
す
。
◆
こ
う
し
た
キ
ク
ロ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
狙
い

は
、「
地
域
が
人
を
育
み
、人
が
地
域
を
育
む
」。
す

な
わ
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
専
門
知
識
を
備
え
た

市
民
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
地
域

を
指
導
し
人
材
を
育
成
し
て
、地
域
全
体
の
力
を
上

げ
て
い
く
。
そ
う
し
た
好
循
環
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
自
立
・
自
走
型
の
社
会
を

築
く
こ
と
が
、地
域
の
持
続
的
・
安
定
的
な
発
展
の

た
め
に
極
め
て
重
要
で
す
。
◆
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
国
か
ら
も
評
価
さ
れ
、本
年
度
の「
住
民
の
学
習

活
動
に
貢
献
し
た
優
良
公
民
館
」と
し
て
、文
部
科

学
大
臣
よ
り「
優
秀
賞
」を
授
か
る
と
の
朗
報
が
舞

い
込
み
ま
し
た（
全
国
69
対
象
公
民
館
。
最
優
秀
賞

１
館
・
優
秀
賞
６
館
）。
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
の

成
果
で
す
が
、な
に
よ
り
も
多
く
の
市
民
が
学
習
意

欲
と
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
受
講
さ
れ
た
こ
と
が

一
番
の
勝
因
で
す
。
菊
池
の
市
民
力
の
す
ご
さ
に
感

動
し
、心
の
底
か
ら
尊
敬
の
念
が
湧
き
出
ま
し
た
。

育み合う力

休日在宅当番医
※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

これまでの記事はホームページで見ることができます。
ホームページ→「市長室へようこそ」→「市長メッセージ」

1月14日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561
しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050
田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070
きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101
高田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139
栄町薬局 菊池市 0968（23）0086
うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088
菊池中通り薬局 菊池市 0968（23）7501

1月21日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047
山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001
杜の里 かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522
大津なかしま眼科（眼） 大津町 096（293）3383
三隅歯科医院 合志市 096（248）1101
栄町薬局 菊池市 0968（23）0086
よつば調剤薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

1月28日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800
牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317
岩本整形外科（整・リハ・リウ） 合志市 096（223）8899
永田眼科（眼） 菊陽町 096（285）1117
ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777
有限会社 深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

２月４日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745
かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255
米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589
たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

1月1日
（元日）㈪

川口病院（外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

１月２日
㈫

川口病院（外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227
熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

１月３日
㈬

川口病院（外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
穂っぷこども在宅&心身クリニック（小） 合志市 096（247）6528
熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

1月7日
㈰

穂っぷこども在宅&心身クリニック（小） 合志市 096（247）6528
ちとせ循環器内科（内・循内） 合志市 096（273）7227
岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111
中山歯科医院 菊池市 0968（38）2401
きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100
菊池中通り薬局 菊池市 0968（23）7501

1月8日
㈪㈷

Leeこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980
旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037
川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230
そうま眼科（眼） 菊陽町 096（340）5520
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子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。

施設から一言
子どもたちと職員の笑顔が
あふれている保育園です。
菊池プラザの隣にあります
ので、気軽にお立ち寄りく
ださい。

菊池幼楽園
隈府４４３番地２
☎0968（25）3035

問い合わせ先　子育て支援課こども家庭支援係 ☎0968（25）7214

㈪～㈮ 午前9時～午後4時
　　　　　　　授乳の場、おむつ
交換の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間

利用内容
申込期限　１月10日㈬　　募集人数　先着24人
申込方法　市長公室または各支所の広報担当まで申
し込んでください。ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

令和６年２月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

専用フォーム

31 302024 January広報きくち2024 January広報きくち


